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クッキングガイドの見かた 


■加熱表示 

才ート;>< こューの加熱 
ち法を表示します。 


レンジ 


グリル 


オーブン 


[ンジ{レンジ/ 
ブン j レブリル J 

レンジと レンジと 

オーブンの併用グリルの併用 


I 付属品の表示例 

/ \ 

/ 0 \ 

r - プルプレード！ 
焼網 J 


L (セラミック製 ) J 

■□□□□□□□□田□□田□□田 □□□□□□□□□ 
■□□□□□□□□田□□□□□□□凹 


■調理方法の表ち 

調理キー、出力、温度、加熱時間は次のよラに表示しまず。 


レンジ加熱グ U ル加熱才ーブン加熱 


DDDD 

Innnnnn Ilnnnnnnnl(linnnnl 2 nnnn 

|3nnnnl)|4DDDll5DDll6DDDll7DD 

Isnnnnnnnn 

l9nnnnnnnnllionn llnnnn 

Ii 2 nnnnnn 

Ii3nnnn 


I14DDDDDF5DDDD ||16Dd||17DDDDDD 


DDDDDDDD - 的に □ □ Dll 酬 □ の (□回) 
DDDDDD - in n n 1700 □ II 回邮〇〇□耐 □ 「200 □曹 □ □ I100D 
DDDDDDD 
DDDD —— 

■□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
力 nU - : Ikcal (キ□力 nu — )=4.18kJ (キ□ジユール) 
容量：] mL (ミ U リットル ）= ]CC (シーシ ー) 


|250°C||210°C|DDD 110 0°C1 圓阳。 ( ：加 |35。〔| 
因 2 □ II2D 30 


9 0 0 1 
2 3 3 3 


3 4 5 
3 3 3 

の 
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才—トメ 


おこのみ操作 


2 


♦この機器は一般家庭用です。業務用にはお使いにならないでください。 

据え付けるとき 


給表示の例 


つし、フ- この取扱説明書および製品への表示では、製品をを全に正しくお使いいただき、あ 
iRKtiX/JM ^ V / なたや他の人々への危害や財産への損喜を未然に防止するために、いろいろな絵表 

示をしています。その表示と意味は;欠のよラになっていまず。内容をよく I 里解して 
か日本文をお読みください。 


まをのため必ずお守り < だをい 



A 警告 


電源は定格 I 日 AL ソ上の専用コンセ 
ントを単独で使い、他の器具と併 
用ずる分岐コンセントは使わない。 

□□□□□□□□□□□□□ 


おむ醉 f 苗 


〇 


ふ y 


IL 鬟 


ボルト 


交流 I 加 V じ(がでは使用しない。 

□□□□□□□□□□ 


0 


包装用ポリ袋は幼児の手の届かな 
し佩に保管または廃棄ずること。 

□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□ 


〇 


傷んだ電源コードや差込プラグ、 
ゆるんだコンセントを使用しなし、。 

DDDDDDDDDDDDDDD 

に歲 …& 
一 '. 嘴 、、' 


• 燃えやすいちののそばに置いたり、 
熱に弱いちのや力ーテンなどを近 
づけない。 


□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDD 


電源コード-差込プラグを傷つけ 
ない。 

電源コードを傷付けたり、破損した 
り、加工したり、無理に曲げたり、 
引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、重いちのを載せたり、はさみ 
込んだりしない。 

□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDD 
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•たたみ、じゆラたん、 テーブルク 
□スなど熱に弱いちのの上に置か 
ない。 


0 


DDDDDDDDD 

DDDDDDDDD 


0 



アースを確実に取り付ける。 

□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


〇 


■アース端子びある場合 

U — ド線の先端の皮をむさ、アース 
端テ付コンセントのアース端子に確 
実に固定してください。 


♦ □□□□□正 □□□□□□□□□□□□ DD 
DDDDDDDDD 1000 □ □□□□□□凹 
□ □□□□□ DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


お線 

米 


切れ目 


■アース端子がない場合 

アース線の接地工事には r 電気工事±」の有資格をび工事するよ5法 
律で定められています。お買い上げの販売店か、お近くの電気工事 
店にご相談ください。（工事は有料） 

ごま意 

ガス管、水道管、避雷針や電話のアース線への接続はやめてください。 


湿気のをい場所 

♦水蒸気び充満する場所♦±間、コンク U —卜床 
♦酒、しようゆなどを醒造、または貯蔵する場所 

水気のある場所 

この場合、漏電しゃ断器の取り付けち義務づけられ 
ています。 

♦水を取り扱ラ±間、洗い場など水気のある場所 
• 地下室など常に水滴び漏出したり、結露する場所 
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険告意 

危警注 

A A- A 


おこのみ操作 


才—トメニユ— 


ご使用の前に 
ご使用の後に 
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0 



ずき間があっても已面を 
囲む設置はしない。 

□□□□□□□□□□□ 


あらかじめアル S ホイ 
ルを壁面に貼るとミちれ 
を防止でさます。後面 
がガラスの場合、温度 
差で割れる恐れがある 
ので2日 cm 政上あけて 
ください。 



熱に弱い家具やコンセント 
のある壁面に、排気口が向 
い合ラとさは、熱変形する 
恐れがあるため遠ざけて< 
ださい。 


A 注意 


!□□□□□□□□□□□□□□□ 

据え付けるとき 


使用ずるとさ 


A 危険 


改造は絶対にしない。また、 
ヴービスマンに(外の人は、 
分解したり修理しない。 

DDDDDDDDDDDDD 





□ □□□ 


巧やずさ間などに指や物を差 
し込まない。特に子供のいた 
ずらなどにま意。 

DDDDDDDDDDDDD 
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A 警告 


子供だけで使わせたり、幼児の手の届くとこ 
ろで使わない。 

DDDDDDDDDDDDDD 


0 


調理中に差込プラグを抜き差ししない。 

□□□□□□□□□□ 

抜くとさはとりけしキーを押した後にし 
て < ださい。 


0 


八注意 

レンジ加熱では、ゆで卵は絶対に 
作ったり、あたためたりしない。 
目玉焼さやおでんのゆで卵 
などのあたためちしない。 

DDDDDDDDDDD 

調理後の食品の出し入れにま意ず 

る。 □□□□□回 □ 

レンジ加熱でも容器やテーブル ー * 

プレ-卜などび熱くなることび ■■ 
あります。 

テーブルプレートに衝撃を加えな 

し、。 □ DDDDDDDDDD 

特 1 し食品の出し入れのとさ、 

テーブルプレートの & ちに当 (\) 
たらないよラにしてください。 

才ーブンレンジか带倒-落下した 
場合は、使用せず、点検を依頼ずる。 

DDDDDDDDDDDD 

ドアに無理な力を加えたりぶらさ 
びらない。 

DDDDDDDDDD 

□□□□□□□□ 

差込プラグの抜き差しは、 ^ 
コードを持たずに、必ず差 
込プラグを f わて行う。 

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

レンジ加熱では、びん類など密封さ 
れた食品はをやふたをはずし、膜や 
殻つきのものは、切れ目や一、 
割れ目を入れる。 

: DDDDDDDDDDDDD □ 〜 

巧類の乾燥など調理(外の目的に 
使わない。 

DDDDDDDDDDDDDD 

長期間使わないときは、必ず差込 
プラグをコンセントか6巧く。 

DDDDDDDDDDD 

DDDDDDDD 

DDDDDDDD 

ドアに物をはさんだまま使わない。 

□ □□□□□□□ □□□□□□ 

本体の上に物を置かない 。 iCN 

: DDDDDDDDDDDDD 

吸排気□をふさびない。 fr \ 

DDDDDDDDDDD 〇/ 

ノ 


電源コードは、排気□や温度の高 
い部分に近づけない。 

DDDDDDDDDD 

使用前に包装材はまて取り除くこと。 

]DDDDDDDD D D D D D 

水のかかるところや熱気、义気の近 
くで使わない。 iTN 

DDDDDDDDDD 

•水平で丈夫な場所に置く。 □ DDDDDDDDDDDDDD 

参ラジオ、テレビ、お線機器およびアンテナ線から 3 m じ Lb 離ず。 □ DDDDDDDDDDDD 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

、•落雷の恐れびあるときは、差込プラグをコンセントか!5巧く日 □□□□□□ J 


本体は壁などとの間をあける。 

DDDDDDDDDDDD 


〇 


消防法昼準適合組込お 

[ 

□ □ □ 

]□□□□□ (cm) 

n n 

n n (n) 

n n (n) 

n n 

n n 

20 

10 

10 

0 

0 


□ □□□日 

□ □□□日 



□ □ C □□日 

□□□□□□ 


□ □ □ □ □ 

□ □ □ □ □ 



□ □□□□□ 

□ □□□□□ 


_ 



DDDDDDDDDDDDDD 


4 


♦加熱室び空のまま加熱しない。 

DDDDDDDDDDDDDD 

• 鮮度保持剤(脱酸素剤など)を入れたまま、 
また包装にラベルやテープを貼ったままで 

加熱しない。 □ □□□□□□ 

• In n n n で飲みちのを加熱しない。 

DDDDDDDDDDDDD 


食品は加熱しずざない。 

* 突然沸とうして飛び散ることがちる 

? K 、飲みをの(牛乳、ミ酉、コーヒーなど）、カレーやシチュー 
などのとろみのあるをの、油脂分の多い生クリーム、 
バターなどは、加熱中や加熱を食品を取り出すとき、グ日 
沸とラして巧び散り、やけどの恐れびあります。 

※飲みちのは加熱前にスプーンなどでかきミ昆ぜます。 f を 

* こげたり燃える恐れびある 

少量の食品、水分の少ない干をの、加熱されやすいまんじ 
ゆうやパン類、温度が上びりやすいあん、チョコレート、 
油脂分の多い揚げちの、バター、サラダ油、=ックスベジ 
うづ) レなどはこげた0、燃える恐れびあります。 

※少量 （1 00旨未満)の食品をオートメニューで加熱しない 
で < ださい。 

※クッキングガイドの指定分量しソ外の加熱は、おこのみ操 
作で様子を見なびら加熱します。 


■金属の調理道具やアル=などで加工したプラスチッ 
ク容器は使わない。アル S 道（アル S ホイル)を使ラ 
ときは加熱室内壁、ドアファインダーに軸れ 
ないよラにする。 

□ □□□□□□□中□□□回 □ 

■食品の重さにく 6ベ重ずざる容器は、才ートメ 
ニュ-で使わない0 DDDDDDDDDDDDDD 


0 

0 


■宙詰やレトルト食品は宙や袋のままで加熱しない。 

□□□□□□□□田□□□□□□□回 
アル5包装は加熱できません。容器に移しか 
えて加熱します。 

* 乳幼児のミルクやべビーフードは I レンジ I 己00 Wi t 
様子を見なび 5 加熱し、おず仕上がり温度を確認 

ずる。 □ □□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
※市販のベビーフードは □ そのまま加熱しないで、 
容器に移し変えて加熱してください。 

※種類の違5ちのを一度に加熱しないでください。 

«ラップやふたなどのおおいをはずずとさは、 

ま意ずる。 □ □□□□□□□ 

蒸気び一気にでる場合があります。 

必ず向こラ側か b はずしてください。 


0 


か 


〇 


A ま意 


使用するとを 

レンジのとさ 


グリル、オーブンのとさ 


レンジ、グリル、オープンのとさ 


お手入れのとさ 


[ A 警告 ] 

めれた手で差込プラグの巧さ差し 
はしない。 

□□□□□□□□□□験® 

、 □□□□□ 

差込プラグの巧および巧の取り付 
け面のほこりをよくふく。 

□□□□□□□幾な 

本体の掃除は、必ず差込プラグを抜 
さ本体び;ちめてか6行ラ。 

□ □□□□□□ 夕。 

□ □□□ If 

.1-1: •• 

ノ 



A ま后、 


•使用中や終了後しば 5 くは、本体（ドア、 

キ 

• 調理び終わつたらずぐに取り出ず。 

A 

ャビネット、加熱室などの周辺）、テーブル 

DDDDDDDDDDDDDD 


プレートにふれない。 

□ □□□ 

• 食品の出し入れは厚めの乾いたふさんやお手 

A 

DDDDDDDD 

0 

持ちの才ーブン用手袋を使う。 □ □□□□□□ 


•熱くなったドアやテープルプレートなど 

♦プラスチック容器をヒーター加熱しない。 

の 

に水をかけない。 □ □□□□□□ 

V 

□□□□□□□ 

vy 

J 


A ま意 


食品くずをつけたまま 

使ねない。 □ □□□□□□ 



〇 


加熱室内で食品び燃え出したとさは、 

1 . ドアを開けない cD DDDDDDDDDDDD 

2. とりけしキーを巧し、運転を止めてから、差込プラグを巧く。 

3. 本体から燃えやずいちのを遠ざけ、饋义ずるまで待つ。饋义 
しない場合は、水か消义器で消ず。そのまま使用せず、必ず 
販売店に点検を依頼ずる。 



000 



























































































る百 R のなまスとはたりを 

操作パネルのはた6を 


表示窓 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDODDDDDDDDD □□□□□□□□□□□□□□□□<□□□□ 

□ □ □ □ 10□□□□□□□□□□□□回 □ □□□□□□□) 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□ 


D D D D D D MRO - AF 7 Q 

□□□□□□□□ 


力□リーカット メ ニコ 


待機時消費電カオフ機能 

今 11ぺージ 



□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 


おこのみ操作 


に □ □ 化 □ □ I|DDDD]^AMDD 


□□□□□□□ 

□□□□□□ 

in n nin □ □ □ Edp rood 4 idddTsqodI 時丘 

DDI200D ■► に □□|100[]| ♦ 日 nm す〇〇口 
DDDDDDDDDDD 

Fam nniD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

(□回 > □□□□□□ 

in n nin□ □ □ In n n Iddddddddd 
In n n n In i □□□ 田 □□ 回 □ 

D2DDDmDDDDmDDDDD 
niDDDD in 2DDDDDDDDDDD 画 □ 

の□回） □□□□□□ (45 D 40 Q 35。〇□□回 □ 



IDDDD ID □□□□□□□□□□□□□□ 田□□回 

□□□ ©□□□□□□ 

□ □□□田 □□ 画 □□□□回 

n n n n in n n i n □ □ □ 函口 □□□ 中 □□□□ 
□□□□!□□□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □□□□□□□□□□□□□□□回 in n n i 7 ~oowl 
in n n i 弓 oowin iso so 。 n ^n n た oowl 巧 n n 


由 oow 而 nnniiPAMnnh □ □ □ m ^nnnl 回 
□ 90 中 ！□ □ 3on m 巧 n n1 n 4o □□□□□□回 


各部のなまえ 

上ヒータ - 

加熱室天井部に内蔵されています。 

つ ブルプレート (□□□□□□) 
調理メニューにより加熱室底面、皿 
受棚 (上段、中段、下段) にセットして 
使います。 

庫内な 
皿受棚 

テーブルプレート 
をのせます。 


排気口 


キャビネッ I 


6 



ドア八ンドル 


ドアファインダー 


操作パネル 
ドア 

加熱中にドアを開ける 
と、庫内巧び消えます。 



吸気 □ 


アースリード線 


差込プラグ- 


ドヒーター 

加熱室底部に内蔵されてし、ます。 
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才ートメニュー 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


17 [| □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□ 


の nnnnnni 而 nnm □ fienn id □□□□□□□ 
□ □□□□皿0皿 □□□□□□□□□□ □□□□□□ 
DDDDDDDDDDD ®DDdBdDDDDD 


• 夕 己 7n n n n n n in □ □ dmro - af 7 d □ □ □ □ 
□ □ □ 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


□ rfnnnn HD p p iddddddddddddd 

□!□□□□□□□□□□□□□□□□ 



n n n1rfn n n n n n In ddddddddddd 
□□□□□□□□□□□□□□□ 



□ □ 


タイマーセツトキー 


温度調節キー 


おこのみ操作キー 


.37 ぺージ 


脱臭 キー 


とりけしキー 


スタートキー 


11ケーキ12か化ん瓜13ヴラタン14都ん蕩し15裏’果柔16根ま HITACHI 


8ち驗 S / to と9綠齡川」化10ピ 


1揚げちの2巧きをの3独めちの6半醒;ま7昭 


仕上がり調節キー 


あたためキー 


ご使用の前に 


DDDDDDDDDDD 


D 


D D 


DDDDDDDDDDD 


パ 


ご使用の前に 







































































































































































※調理をのテーフルプ 
レートの取り出しはテ 
ープルプレートとその 
周辺び熱くなっている 
場合びあるので注意し 
てくださし、 


すーブス 、 巧 U ル I 調巧の時にセツトします。 

※了 ー ブルプレ ー トび加熱室底面にセツトされた 
状態では「[ G 引び表示され加熱でさません。 


nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

※ただし、 110ピザ! のす熱後はテーブルプレートび非常に熱くなっています。 
絶対に素手では触れないよラにしてください。 （72 - 73ページ参照） 


<加熱ま底面か6取り出ずとを> 


□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□ 



〈皿受棚 (上段-中段-下獻 にセット 
ずるとを> 

DDDDDDDDDDD 


D D D D 


<調理を、皿受棚 (上段•中段•下段) 
か6取り出ずとを> 

DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
□ □ □ □ 

※調理をのテーブルプレートの取り出しはテーブルプ 
レートとその周辺び熱くなっている場合びあるので 
注意してください。 



<加熱ま底面にセツトずるとを> 


DDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
□ □ 


グラムセンサー 



にンジ 1 加熱、 杉ンシ1 加熱と を一の 、区12因加熱を 
併用した調理の時にセツトします。 


付属品の種類 


〇 印は使える。 

X 印は使えない。 


□ D D D 


□ □□□凹 


置 □ □ 


□ □ □ 


DDDD 


■テーブルプレート □□□□□□□□ 

// \ すべての調理に使います。 

/ U \急;令すると割れることび 
1! 3あります。 

加熱ち法によって、テーブルプレートのセットする 
位置び違います。セット位置を間違えると 「 C 02」 
または 「 C 09」 を表示してスタートしません。 


DDDDDDDDDDDD 

DDDDDD 


DDDDDDDDDDDD 

DDDD 

aaaaaaaaiLMMiiudiL 

nnni 叫 nnn ii n 师 nnnnnnnl r 


DDDDDDDDDDDD 
DDDD ,_ 


I 焼網 



テーブルプレートにのせて使い 
ます。直火で使ラと、変あの原 
因にな0ます。焼網はおこのみ 
操作でを料理編に記載してある 
使いかたに限り使えます。 


x 


曲 MMM 山 DDDDDDDDDDDD 

DQaaaaaaaaaaaaaaaaaD 


□ □□□□□□□ li 4 nnnn 
^DDDDDDDDDDDD 
口 □□□□□□□□□□□回 
Id DDDDDD 


DDDDDDDD DmOmOJ 
(ULDJLDJ 回 LDJLDJ) □ 面 L 


nnnnnnnl n rwnnnn 


nnnTBnnnnlnnnnnnn 


■クッキングガイド (本書) ■保証書 


テーブルプレートの出し入れのしかた 


お願い 


熱くなつた加熱室内からの食品やテーブルプレートの出し入れ 



D 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 



□ □ 

D D 

D D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

D D 


ご使用の前に 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


D 

D 

D 

D 

□田 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
□ □ 


D 


D 


D 

□ 

□ □ 
□ □ 
D D 
D D 
D D 
D D 


D 


□ 

□ 


D 


□ 

□ 

□ □ 
□ □ 
D D 
D D 
D D 
D D 
□ 
D 
D 
D 
□ 
□ 
□ 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ □ 
□ □ 
D D 
D D 
D D 
D D 
□皿 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
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グラム•ポジシ3ンシステムの 
0点調節のしかた 

ネリめて使ラ前に、0点調節をしてください。 

•オートメニューのとさにグラム-ポジションシステムを 
正しくはたらかせるために基準を合わせます。 

•曰常ご使用の際を、ときどき0点調節を行って基準を合わ 
せてください。 

※必ず製品が;令めている状態で行ってください。 


操作の手順 


差込プラグをコンセントに差し込む 

♦待機時消費電カオフ機能のため表示窓に何を表示されま 
せん。 （1] ページ参照） 

ドアを開けると 〇 のように表示します。 



〇 


ドアを開ける 


0 


0 


加熱室底面にテーブルプレートを 
セツトする 


※加熱室底面の3個のグラムセンサー、および加熱室底面に 
衝撃を与えないようにセツトします。 


グラムセンサー 



〇 


0 


ドアを閉めてと0けしキーを 
3秒間押し続ける 


※ピツとブヴーび鳴り、数秒間庫内巧び点灯し 
ます。庫内灯び消灯し、0点調節び完了します。 
(加熱室底面にテーブルプレートびセツトされ 
ていないと、ピッピッピッとなって rcoo 」 び 
表示されます。） 


ま巧をのしかた 

グラム-ポジションシステムの0点調節び完了し 
た後、ご使用の前に、油やにおいをとりのぞくた 
め、加熱室の空巧さをしてください。 

※油の焼けるにおいや煙び出ることびありますので、必ず窓を 
開けるか、換気扇を回してください。 


操作の手順 


テーブルプレートを取り出して 
ドアを閉める。 

(テーブルプレートを取り出さないで 
脱臭キーを巧すとに〇引を表おして 
スタートでさません。） 




〇 視賈キーを押す 



すーブン 

ご n 


c しド 




スタートキーを押ず 



jn 


※庫内灯び点灯し、加熱び始まるとランフ (♦) び消えます。 


争し） 

y .終了音び鳴った！5 
ク 空焼をび終る 

0 

れ 




迂 后、 


空焼きの加熱中や終了後しばらくは、本体 （ ドア、 
キヤビネット、加熱室などの周辺）にふれない。 

DDDDDDDD 


(B 


ご使用の前に 


DDDDDDDDDDDDDDO DDDDDDDDDDDDDDD 
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*才ーブンを使いこなすために 


•加熱中のドアの開閉は 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□ □ □ □ _ 


♦焼きムラが気になるときは、焼き時間の的〜％が経過 
してから 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□(□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□ snnnnn) 


♦オーブン料理のとさは 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□凹 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

D D 47D D D D 

□□□□□□□□□□ 


•違う種類の食品を同時にあたためるときはおこのみ操作で 

d n □ □ I n □□□□□□□ 田 □□□□□□□□□□□□□ 凹 □ 

巧 Q Q]7oowin in n n Fsoowln 田 □□□□□□□□□□□□ 


♦同じ食品を 2 個じ Lh 加熱するときは 

□ □□□□□□□□□□ 中 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


♦食品の置く位置は 

□ □□□□□□□□□□□凹 □□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 
□□□□□□□□□□□□ 


♦調理後の食品の出し入れに注意をして 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□ 


♦電子レンジの局周波出力（おこのみ操作)は700 W です。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDD 500WD 600WD □□ 中 □□□□□□□□!□ 2 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


♦グラム•ポジションシステムとは ••• 

□□□□□□3□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 □□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 〇〇回〇 

□ □□□□□□□□□□□□□□ 旧ぺージ参照） 


加熱のしくみこの才ーブンレンジについて 



□ □(□□□)□□□□□□□□□□ 

□ □(□□□ の □ 30 □□□□□□□□□ 





水分を含んだ食品に 
は「吸収」されます。 

ガラス、陶磁器など 
の容器では r 透過」し 
ます。 


金属にあたると「反 
射」します。 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

レンジ加熱の特長 



スピーディーで 

経済的です 


M 


水を使わないの 
で栄養素が保た 
れます 



色やお、風巧び 
なたれます 


が 


盛りつけたまま 
で加熱でさます 



□ □□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□凹 


夕驟 


□ □□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□凹 


D D 
D D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ □ 

□ □ 

D ] 


巧 

〇 

2 

D 

〇 


D 

D 


D 


D 

D 


D 


D 

D 

D 

D 

5 

D 

3 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D D 

D D 


D 

D 


D D 

D D 


D 

D 


D D 


D 

D 


D 

D 

D 

D 

D D 

D D 

D D 

D D 

□ □ 


D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

D D 

D D 

□ □ 


ご使用の前に 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


〇 


待機時消費電カオフ機能について 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□10 □□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□0 □□□□□□□□中 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 〇〇凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□ 

• ドアを閉じた状態で、差込プラグをコンセントに差し込んだだけでは、電源が入りません。一度ドアを開けてください。 


仕上がり調節キー因因について 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

lnnnnnnnl(|iDDDDll2DDDD 

に □□回 

)|6DDDll7DDll8DDDDDDDD 

9DDDDDDDD 

llODD II12DDDDDD 

い QQQQ II 14 QQQQQ Id □□ aSD □□□□□□□□ □ » 押すと 


國、画巧すと國になります。通常は困になっています。 

lnnnnl^^nnnll4nnnll5nnlliinnn1^5nnnnl^6n^l7nnnnn^|PAMnnl(n 

□ □ 狙 □ □ が □□□□□□□□□□□□□ の□□□□□□□□回 n i4nnn 値 nn i n dddd 
D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D DD ODD D D D 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


(3 段階調節） 
(強） ■強 

(標華）■中 

(弱）•弱 


(已段階調節） 

(強） 

•強 


(やや強） 

■ • 


(標準） 

•中 


(やや弱） 



(弱） 

•弱 J 



>調節のしかたは、それぞれの調理のコツを参考にしてください。 


♦仕上がり調節は、 梅たため 1階凍あたため I の場を、加熱時間を表示する前に行います。その他の場を、スタートキーを 
巧す前に行いまず。 

グラム-ポジションシステムについて 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
r レンジ I 加熱のオートメニューを使って調理する時や、 にク巧 加熱と I 才ーブン1 、 I グ U ル1 を併用したオートメニューを 
使って調理する時にグラム-ポジションシステムびはたらきます。 


※オートメニューをセツトし、表示窓に に/ンジ 1 加熱び表示されたときは、必ずテーブルプレートを加熱室底面に正し 
くセツトしてお使いください。（このとさテーブルフレートび皿受棚にセツトされていると rco2 」 表示び出て加熱で 
さません。） 

づメ□ディー機能について 

調理スタート、終了等を、メ□ディーで楽しく巧 b せます。好みによってメ□ディー音を"ブヴー音"や’’お音’’に切り替える 
ときは、差込プラグびコンセントに差し込まれている状態で、ドアを開閉して表志窓に「0」を表示させてから、仕上げり 
調節キー ® を3秒間押し続けます。ピツとブヴー音び鳴ったら、切り替えび終了です。同じ操作でブヴー音を無音に切り 
替えられます。さ b に同じ操作でメ□ディー音にちどすことびできます。（メ□ディー音ーブヴー音一無音ーメ□ディー音） 

食品の取り出し忘れ防止ブザー音について 

加熱終了後、食品を取り出さなかったとき、"ピピピ"とブヴー音び約1分ごとに3回鳴って巧らせます。 


PAM 1000 W について 

高周波出力1000 W は、短時間高出力機能(最大3分間)でず。才- 


'トメニューの I あたため I 等の限定したメニューにのみ働さます。 


調理げ終了した時ファンの風切り音びする場合びあります。 

とりけしキーを巧した時や調理終了後吕分間電気部品を;令ま P するためファンび回転する場合びあります。この間、メ □ディー音の切 
替やグラム-ポジションシステムの0点調節はできません。 

トーストや焼きちち、生魚のさんまやあじなど、丸身の魚は焼けません。 

加熱室び大きく、上ヒーターとを品の距離び遠いため、焼さ色びつきません。 


写真と料理の実物げ違ラ 

印刷の濃淡により、実物とを少色び異なります。 
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知つておいていただをたいこと 


必ずクッキングガイドに記載している方法でお使いください。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


ご使用の前に 



























































































ほえる容器、使えない容器 淵,謂或ぃ。 



電子レンジ加熱 

ヒーター 加熱 

Q □□□□□□□□□□ Q 

巧 

ス 

容 

器 

耐熱性のガラス容器 

磯 

加熱後、急;令すると割れる 

J ことびあります。 

加熱後、急;令すると 
割れることびあ0ま 

耐熱性のないガラス容器^^ 

□□□□凹 娜巧 
□ □□□□□□ 担 j 

□□□□□□□□□□ " 

X 

X 

陶 

器 

m 

器 

丽[熱性のある陶器 • 磁器 户 

□ □□□□□ '广ごも'ク V 

□ □□□□凹 た-二追^ 

〇 

0 

日常使っている陶器•磁器 

□ □□□□凹 _ r — ^ 

ただし、が手な色絵つけ、ひび模 
様、金、銀模様のあるちのは、器 
一 を傷めたり、义巧びでるので使え 

ません。 

1 J また素焼さの陶器など吸水性の高 

いちのや長時間浸水させた陶器、 
磁器は熱くなることびあるので注 
意してください。 

X 

2 

ス 

チ 

ジ 

ク 

容 

器 

耐熱性のあるプラスチック容器 

□□□□□□□□□□ 

耐熱温度び] 4 crc しソ上のちの 
で、「電子レンジ使用巧」の表 
f 1 おのあるちのを使います。た 

だし、砂糖、バター、油を使っ 
た料理は高温になり、容器び溶 
けてしま5ので使えません。 

ただし、「グリル、才 
sy ーブン使用巧」の表 
XX おのあるちのは使え 
ます。 

その他のプラスチック容器 

耐熱温度び 140 C 未満の它の(ポ 

U エチレン、スチ□-ル核[脂など） 
や耐熱温度び高くてち、電波で変 
、ク 質する它の（メラミン、フェノー 

X ル、ユ1」ア樹脂、アルミなどで表 

面加工した樹脂など）は使えませ 
ん。ただし、 16半解凍117辭凍1 の 
とさにだけ、発泡スチ□ールの卜 
レーび使えます。 

X 

ラップ類 鹿 

W'V 

耐熱温度び140 C な上の扫のは 
使えます。ただし、砂糖、バター、 
{ 1 油を使った料理は高温になり、ラ 

ップび溶けてしまラので使えませ 
ん。 

ただし、発酵では使 
y \ えます。 

金属容器、金串、 

アルミ ホイ 歷 

電波を反射するので使えません。 
ただし、アル5ホイルは電波を反 
射ずる性質を利用して、加熱しす 
\/ ぎる部分をおお5など、部分的に 

使えます。（このとさ、加熱室底面 
や壁面、ファインダーに触れると 
火花び出て、破損や故障のおそれが 
あるので注意してください。） 

— ただし、取っ手びプ 
f ^\ ラスチックのものは 
、— y 使ぇません。 

竹、木、藤、紙、ニス、 

ラるし塗り容器など '巧。〜 

伽 

こげたり、塗りびはげたり、ひび 
割れすることびあるので使えませ 
、ク ん。特に針金を使っているものは 

燃えやすくなります。 

ただし、竹串、楊枝、紙は料理編 
に記載している使いかたに限り使 
えます。 

、ク ただし、硫酸紙や耐 
Y 熱性の加工を施した 
/、紙製 S は使えます。 


D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
□ □ □ □ 
■ ■ ■ 


DDDDDDDDDDDD ^ 


ご使用の前に 


(例） あたため の場合 



食品を入れる 

食品の量に合った大ささの容器を使い 
ます。容器の大きさは、食品を入れた 
とさノ I 分目位になる大きさび適当です。 


※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「[が」び表示され、加熱できません。述総菜のあたための場合） 


A f 画 


キーを1度巧ず 


レンジ 

一 

1 

時 

才ート 1 

数秒媛に 


レンジ 


• すート 、産 

弱 — L 


T 


庫内巧び点灯し、加熱び始まり 
ます。 


•途中で変わる 


□ □□□□□□□ 142 41 DDDDDDDDD 


— 

1 :常温.:令蔵保ちの食品をあたためます。 （ 1已 • 17ページ参照） 


強 レンジ 

つつ 

2 :冷凍保ちの食品を解ましてあたためます。 （1 巨’17ページ参照） 

※表示の時間は 

-%-卜•り 

DDDDDDDDDDDDDDDD 2 DDDDDDDDD 

例です。 

ぉ の 



□ □□日/日日日 □□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


あたため解凍あたため の使いかた 


□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 


^ 終了音び鳴った目食品 
を取り出ず 


庫内打び消灯し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


> 牛乳のあたためは I 巳牛乳 I を使います。り日ページ参照)、おミ酉のあたためはおこのみ操作で加熱します。巧日、48ページ参照） 

>ご飯のあたためは、 |4ごはん I 、冷凍ご飯の解凍あたためは、 解凍あたため I で加熱します。 

• 际こた巧 キーは、ドアを閉めて約10分内(表示窓にの」び表示されている間）に巧してください。約] 0分を過ぎるとスタートしません。 
ドアを開閉して 応たため j キーを巧して < ださい。 


あたため解凍あたためのコツ I 


1 回の分量は適量で ( 1日’17ぺ-ジ参欄 
1〜4人分(食品と容器を合わせて1,800吕ま 
で)です。分量び極端に多すざたり少なすざる 
と上手に仕上びらなし)ときびあります。 

□ □□□□□ 100□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□り7、30ぺ-ジ参照） 

同じものを 2 個む上加熱ずるとさは 

食品の分量を同じく b いにし、テーブルプ 
レートの中央に寄せて置さます。 

乳幼巧の5ルクやべビーフードはオー 
トメニューではあたためられません 

I レンジ I 加 owl で様子を見なが b 加熱しま 
す。（已ページ参照） 


麻ず陶磁器や耐熱性のガラス容器を使 

つて 

♦グラム-ポジションシステムびはた5さま 
す。食品の量に合った大きさの容器を使い 
ます。容器の大きさは、食品を入れたとさ 
ノ V 分目位になる大きさび適当です。 

♦みそ汁のおわんは使えません。 

市販の調理済み食品は 

♦市販の調理済みを品や;令まま品を加熱す 
るときは、メーカーの指示に従い、レンタ 
已〇〇 \/ y | で加熱します。 

♦巿版のご飯やおにぎりをあたためるとさ 
は、14ぺージを参照します。 

♦発泡スチ□ールの容器やトレーは絶対に 
使用しないで下さい。 


仕上がりがめるかつたとさは 

[17 ンジで丽而] で様子を見なが5、さ5に加 
熱します。 

• In n n n I 师 n n n n に 剧肋□熱する 

と、熱くなりすぎまず。 

おおいの使い分けは 

ほとんどのあたためはラップなどのおおし、 
をしませんび、魚類などのはじけやすいち 
のや調理;'きみ;令まを品のおまあたためはラ 
ップなどのおおいをします。 (16 -17ページ 
参照） 

インスタント食品は 

48ページを参照して加熱します。 
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ユ 


nnnnnnnnnnn 


□□□□□□□ 


才—トメ 
















































































4 ごはん 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□日 


4ごはん の使いかた 


※冷凍ご飯は 解凍あたため で加熱します。 


□□□□□□□ 

□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 




食品を入れる 

食品の量に合った大きさの容器を使い 
ます。容器の大きさは、食品を入れた 
とさ J I 分目位になる大ささび適当です。 


※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「[日3」び表示され、加熱でさません。 



(ご飯の場合） 


〇 


口まん キーを 巧す 


■スタートのランプび点滅します。 




|4 ごはん I のコツ . 

1 回の分量は適量で （16. 17ぺ-ジ参照） 

1〜4人分(食品と容器を合わせて1,200 
邑まで）です。分量び極端に多すぎたりか 
なすぎると、上手に仕上び b ないとさがあ 
ります。ま品の重量び100目未満のときは、 
[レンジ[ 7 〇日 W | で加熱します。 

(17、30ページ参照） 

おおいの使い分けは 

を蔵や甫温のご飯はラップなどのおおいは 
しません。 

を凍ご飯は 解凍友たため で加熱し 

まず。 （1 日ページ参照） 

をめたご飯やピラフなどのかたま 
りはよくほぐしてか 5 加熱しまず。 


必ず陶磁器や耐熱性のガラス容器を 
使って 

♦グラム-ポジションシステムがはた5さ 
ます。食品の量に合った大きさの容器を 
使 L ずオ 

容器の大きさは、食品を入れたとき八分 
目位になる大ささび適当です。 

仕上びりがめるかったときやをめ 
かけたとさは 

I レンジ |7(30 W | で様テを見なびら、さらに 
加熱します。 

» |4 ごはん I で追加加熱すると、熱くな 
0すぎることびあ0ます。 


2個に Lh 加熱ずるときは 

テーブルプレー トの中央に寄せて置さま 

す。 （10 ページ参照） 

巿版のご飯、おにざりは 

♦巿版のご飯やおにぎりをあたためるとき 
はメーカーの指示に従い山>娟日日 wl で加 
熱します。 

•巿販の真空パックのご飯をあたためると 
さは48ページを参照します。 

♦市販のおにぎ0をあたためる時は、 
包装のままで加熱すると包装やイン 
クびテーブルプレートに付着してし 
まラことびあります。必ず包装をは 
ずして巳ンジ唁〇日帅で加熱します。 


□ □□□□□□ 


才 — トメニユ — 


□ □□ 
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包装やラップをはずし、容器に移しか 
をて 

袋やラップなどを取り、陶磁器や耐熱性の容 
器に移してから加熱します。 

巿販品のなかには電子レンジで使える包装ち 
あります。指おに従い加熱します。 

重な 5 ないよラに並べて 

シューマイなどは数びをくなつてを、重なら 
ないように皿などに平らに並べて加熱します。 



ラップまたはふたを使い分けて 

ほとんどの料理は、おおいをして解まあたた 
めをします。ラップでおおいをするとさはゆ 
とりをちってかぶせます。フライやコ□ッケ 
などはおおし)をしません。 



ひとかたまりにしてを凍したちのは、 
加熱後かを混ぜて 

カレー や スープな ど、ひとかたまりにして;令 
ましてあるをのは、加熱後かさ混ぜます。 

を凍保を温度は一1 S でを基準にしてい 
まず。 

-吕〇でな下の;令凍食品をオートメニューを使って 
調理すると、加熱不足になることがあります。 

I レンジ1700 W | で様テを見なび5、さ b に加熱を 
してください。 


調理済み冷凍食品の 
解凍あたためのコツ 


冷めたご飯、お総菜のあたため 
のコツ 

□ □□□□□□□□□□凹 IDDD I DDDDDDD(IIDDDDD) 


ラップなどのおおいを使い 
分けて 

ほとんどのメニューは、ラップな 
どのおおいをしませんび、いか、 
えび、魚、鶏肉、マッシュルーム 
のよ5に巧び散りやすいちのび入 
つているとさや、カレー、シチュ 
一などは、ラップやふたをします。 
(マ ッシュルームなどはあらかじ 
め取0除さ、加熱後加えます。） 


ろ c ®) 

包装や容器、材質にを意して 

巿販のお総菜やみそ汁をあたた 
めるとさは、包装状態や容器に 
注意してください。電子レンジ 
に向かない材質や真空パック入 
0は、必ず陶磁器や耐熱性の容 
器に移してから加熱します。 



スープ、シチューはかき混ぜて 

加熱後、表面に膜をはることび 
あるのでかさミ居だます。 


まっているさしみや生ものの 
肉、魚の解凍は 

を使います。 

に0ぺージ参照） 

いか料理をずるとはじける 

I レンジ12日刚1/| で加熱時間をひかえめ 
にすれば、はじけは弱くなります。 


水分を補って 

ご飯ちのや蒸しをのび乾燥ざみ 
のときは、水分を補ってからラ 
ップをして加熱します。 



加熱後のを熱を利用して 

どんぶりちののよ5に、ご飯と 
具びひとつの器に盛りつけてあ 
るちのはあたたまり具合に違い 
び出ます。 

このよラなとさは、ふたやラツ 
プなどのおおいをして加熱し、 
加熱後そのまましばらくおきま 
す。 



次のメニューは才ートメニュー 
ではあたためでさません。 

まんじゆ5やパン類、冷凍野菜、 
ベビーフードなど（おこのみ操 
作で加熱してください。 （1 7ぺ 
ージ参照） 


6キ解凍117解凍 



調理済み食品の冷凍保存（フリージング)のコツ 

★□□□回 

よく;令ましてから;令まします。 

★DDDDDDDDD 

ご飯は]杯分り巳〇邑)ずつに、カレーなどは]皿か] 00〜300邑ずつに分 
け、薄く喔さ2〜 3 cm ) 平日にして;令まします。（丸ごとのマッシュルーム 
など飛び散りやすいものは、あ日かじめ半分に切っておきまず。） 

★□回 

固めにゆで、水気をよくきって]回分（100〜 200 g ) ずつラップなどで 
包み、をまします。 



む 


P 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ □ 
□ □ 
□ □ 


ぶ 

□□ 

□□ 

D1 

D( 


D 

D 


D 

D 


□の 

D D 


□ □□□□□□ 



DDDDDDDDDDDDDD 
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• り n n n i n □□□□!□□□□□□□□!□ 4 □□□凹 

伤\量は輔と澀を合ゎせて肠〇£1れ800吕、臣厕は1,200吕までです。) 


□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


• U UUU U U U □ |4〇 n D ID D D D 
表面び乾燥ぎみのとさや、やわらか 

く仕上げたいとさは、水やミ酉をふる。 
おにぎりは皿にのせる。 

• □□□□□□□□□口 仙 □□口 □ □ □ 
加熱後、かさ混ぜる。 

X 

□ 

□ 

□ 

儀 

♦ □□□□□□□□凹 
容器に入れる。 

加熱を、かさミ居だる。 

X 

□ 

□ 

□ 

□ 

伽 

• □ D D 

飛び散ることびあるのでおおいをする。 

• 

♦□□□□□□□□ 

皿に並べる。たれをめってか5加熱 
する。 

•D □ D □ D 

ソースは飛び散ることびあるので、 
加熱後にかける。 

X 

□ 

□ 

□ 

□ 

•• 

•□DDDDDDDDDDD 

皿に並べる。えびやいかは飛び散る 
ことびあるのでおおし^をする。 

分量のかないとさは仕上びり調節 

1 やや弱 1 に合わせる 

X 


□ □□□□田 17 D 30 D □ □ D □ □ 


参 □□日日日日日日日日日日日日日日日□日日 X 日日日日日日日 □□□ 


□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

參ン 

•DDDDDDDDDDDDDD 

容器に入れる。野菜1 ゆめび乾燥し 
ている場合はバターかサラダ油を 
加える。加熱後、かさ混ぜる。 

X 

□ 

□ 

□ 

③ 

• □□□□□□□□□□ (□□□□□□) 
容器に入れて煮汁をかける。 

X 

• □ □ 

容器に入れて煮汁をかける。 

煮魚は身が飛び散ることがあるの 
で、深めの皿を使い、おおいをする。 

• 

□ 

□ 

□ 

□ 

鱗 

•□□□□□ 

重な5なレように皿に並べ、水分を 
補って占ち加熱する。 

乾燥ぎみのときはサッと水にくぐ 
らせる。 

X 

□ 

□ 

□ 

が . 

♦ □□□□□□凹 
えびやいか、丸ごとのマッシュルー 
ムび飛び散ることびある。（丸ごとの 
マッシュルームはあ b かじめ取り除 
さ、加熱後、加える。） 

仕上がり調節^巧に合わせる。 

• 


•□□□□□□□□□凹 
漆器やプラスチック製の容器は使え 
ない。陶磁器や耐熱性の容器を使5。 
仕上がり調節 p (5 や晋]に合わせる。 

X 


冷凍ご飯、冷凍お総菜の解凍あたためメニュー 


ご飯、お総菜のあたためメニユー 

• □□□凹 I4n n n In □□□□□凹 In n n n In □ •□□□□□□ 100 □□□□□問 In n n 17 00 win □ 


□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


♦□□□□□□□凹 
四ちあにお作ったご飯を平皿にのせる。 

2個な上のとをは分量を同じにしたを 
のを並べてのせ、中央をみしあける。 

•DDDDDDDDDDD 

ほぐして皿に入れる。 

加熱後かさ混ぜる。 

•DDDDDDDD 

皿に入れる。加熱後かさミ居だる。 

• 

□ 

□ 

□ 

□ 

A 

♦□□□□□凹 

皿にのせる。加熱後、裏返してし 
ば5 くぉく。 

• 

□ 

□ 

□ 

□ 


•DDDDDDDDDDDDDD 

皿に並べる。仕上びり調節1やや弱1 
か圏に合わせる。油が気になる 
とさは、加熱後、ペーパータオル 
にとる。 

X 


• DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD XDDDDDD 

DDDD 

□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


•D DDDDDDDDDDD 

容器に入れる。 

加熱後、かさおだる。 

• 

□ 

□ 

□ 

□ 

雜 

♦□□□□□凹 

サッと水にくぐ b せて皿に並べる。 
加熱をすぐにラップをはずす。 

• 

□ 

□ 

□ 


•DDDDDDDDDD 

耐熱性の容器に入れ、おおいをする。 
ふたの巧わりにラップをするとさ 
は、仕上がり調節1やや強1か國に 
合わせ、ゆとりをもっておおう。 
加熱後かたまりをほぐし、かきミ居せ’ 
る。 

• 


D 

0 

w 

0 

0 

7 

咖 

□: 

□ 

□ 

□ 

□□ 

Do 

□リ 

副 s 

品 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 


机 

□ 

□ 

□ 


g 


□ 

□ 

□で 

□が 

細 

お 

□励 


h 

n 

n 

n li 





In 

n 

n 

n 


基 

□抓 

□"’ 

DB 


U 质 

—.て 

U せ 

U ね 

J 合 

U 點 

言 

〕 品 

吉 

ま 

慰 


□□□□□ 


才 — トメニユ — 


DDDDDDDDDDDDDDD 


(D □ り 


□□□□□□□□□ 


加熱時間一覧表 


メニューをおこのみ操作するとさの 


• DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD XDDDDDDDDDD 


□ □□□□□□□□□□ 

•DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDxDDDDDDnnDD 


-□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□- 
食品メーカーび指示するトレーや容器に入れて、テーブル 
フレートの中央に寄せて置さます。加熱時間はメーカーび 


設定している にンジ尼 00 W 1 の時間を目をにして、様子を見 
なびら加熱し、加熱後すぐに裏返します。 （1 個已〇邑必下 
のをのを]〜2個で加熱するときは、記載時間より若干多 
めに加熱します。） 


DlmLDlccD 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

■まゆう J パン類やを凍野菜は、才ートメニユーではあたためられません。 

1 1/ンジ700 W | で加熱してください。 «日 D 日日圍圓 DD 日日日日日圓 X 日日日日日回 □ □ □ 


□ □ □ □ □ 

□ □□ 

□ □□ 

DDDDDDDDDDD 

In n n 

700 n 1 

□ □ 

DDDD 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

DDDD 

• 

ISOgDlDD 

2 DD 

2 D 30 D 

□ D □ □ D □ 

ISOgDlDD 

DDDDDDDDDDD 

250 gD IDDD 

3 D 20 DD 4 D 

DDDDDDDD 

呂 

吕 

吕 

呂 

□ 

□ □□□□凹 

• 

lOOgDlDDD 

2 D 30 DD 3 D 

□□□□□□□□□ 

X 

100 gD 2 D 4 DD 

□ 40 Q 

□ □□□凹 

150 gD 2 DD 

2 DD 2 D 30 D 

□ 

□ 

□ 

n 

□ DDDD 

• 

300 g 日 IDDD 

3 D 4 D 

lOOgDlDDD 

□ 2 Q lOQ 

DDDDDDDD 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □□□□凹 

• 

200 g 

: lOD 13 D D 

2 D 30 DD 3 D 

□ 

□ 

n 

DDDDDDDDDD 

• 

200 gDlDDD 

3 D 30 DD 4 D 


□ □ □ □ □ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □ 

□ □ □ □ 

□ □ □ □ □ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

一 今/ 

□DDDDDDD 

• 

SOgDD IDD 

30 D 40 D 

底の紙を取り、ヴッと水にくぐ 5 せてからゆとり 
をちたせてラップで包み、皿にのせる。加熱しす 
ざると中の具び熱くなり、やけどの恐れ麻る。 

□ □□□□□□□凹 

SOgDD IDD 

50 D □IQ lOQ 

A 

□ □ □ □ □ 

X 

100 gD 2 DD 

20 D 30 D 

包装をはずして皿にのせる。 

加熱後、時間びたつと固くなるので、を 
ベる直前に加熱する。 

□ □ □ 

80 gD 1 D 2 DD 

D 20 D 

□ 

□ 

□ 

□ 

尊 

DDDDDDDDD 
□ □□□凹 

X 

lOOg 

ID □ID 20 D 

袋から出してサッと水にくぐらせて 
皿に広げる。加熱後かさ混ぜる。少 
量（100呂未満）をラップに包んで 
加熱すると、火花(スパーク)び発生 
して食品びこげたり、乾燥すること 
びある。 （2 已ページ参照） 

DDDDDDDDDD 

200 g 

□ID 50 D 

載 

□ □□□□凹 

• 

200 g 

□ 3 D 

DDDDDDD 

BOOgDlDD 

5 D 60 

包装をはずしてサッと水にくぐら 
せ、ラップに包んで加熱する。 


Ea □ □] 因 □□□□□ |[4口 □ □ 


□ □ □ □ □ 

□ □□ 

□ □□ 

□□□□DDDDDDD 

Id □ □ 

700D 

□ □ 

□ □ □ □ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 

X 

ISOgDlDD 

D ID 

□ □ □ □ 

ISOgDlDD 

DDDDDDDDD 

250g 日 IDDD 

□ 40Q 

DDDDDDDDDDD 

D 2D 30D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □□ 

• 

lOOgD IDDD 

D ID 

DDDDDDDDD 

X 

DDDD 

ISOgDSDD 

□ 40Q 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □□□□□ D 

X 

100gD2D4D[ 

40D50D 

DDDD 

150g 日 2QQ 

50DD1D 

□ 

□ 

□ 

□ 

DDDDDDD 

X 

200gD IDDD 

□ 40Q 

□□□□□□ 

300gD IDDD 

D 2D 30D 

□ 

□ 

□ 

D □ □ D □ □ 

X 

200gD IDDD 

1D40DD2D 

□ □ 

• 

lOOgD IDDD 

□ 50D 

□ 

□ 

□ 

□ 

D □ □ D □ 

X 

200 g 

□lOD 13D D 

DID lOD 

□ 

□ 

□ 

DDDDDDDD 

• 

200gDlDDD 

□ 40Q 

□ □ □ 

DDDDDDD 

X 

150D Q IDDD 

1D10DD1D40D 


□ □□□□□□ 



DDDDDDDDDDDDDDDDDD 



















































































































































































f - A 迂 后、->1 

3 1 けめちの 1 のとさは少量の食品を加熱しない。 

み量（表示の分量の；^量な下)で如熱すると食品びこげた 
りすることびあります。 

\_ y 



力 gij - カット _ 

1揚げもの2焼きもの3妙めもの 


00000000000000000000000000000000000000 |1 揚げちの I |2 焼きちの I 3 脚めをの 

aoaaaaaaaoaaoaaoaaaaaaaaaaaaoaaaaaoaaa □□□□□□□ □□□□□□□□□□□□凹 

0 D 0000000000000 


力□リーカット の使いかた 




0 


□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□ 


□□□□□□□ 

□□□□□□□日 


(□ )iinnnnin □ □ 


食品を入れる 



※テーブルプレートが加熱室底面にセット 
されていることを確認しまず。セットさ 
れていない場合、表示窓に「[日〔っ」が表 
示され、加熱でをません。 




( ヒレカツの場を - 目0ページ参照 ) 


〇 



加'パキーを 1度巧す 


《 1 力□1」ーカツト厄練めもの] はレンジ 
加熱のみです。 


強ブリルレンジ 

•中 I 

すー ト 1 


DDDDDDDD 1 4 2 43 41 DDDDDDDDD 




途中で変わる 

庫内灯が点丹し、加熱げ始まります。 

《表示の時間は例です。 



. 途中で変わる 



^ 終了音び鳴った6食品 
を取り出す 


庫内灯び消打し、表おび「0」になり、 
加熱び終ります。 




ユ 



□ □□□□□□ 


才—トメ 
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已牛乳 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


日牛乳 の使いかた 


□□□□□□□ 

/〇\ 

DDDDDDD 

□□□□□□□□ 


譯屋 V 滿 I クリル I レンジ星雜. 

_ 一 

^ — - - 

i 脱真-國 (10 分11分110砂 


i^aL 關 




食品を入れる 

広□で背の低いマグカップを 
使います。 


※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表术窓|<_「 [ U ? 」か表 
示され、加熱でさません。 



( 牛乳の場合） 


〇 


キぎ L キーを巧す 


表お窓に r 己」び表示されます。 
■スタートのランプび点滅します。 


強 

レンジ 

—中 

C 

• すー ト 

•盾 

弱 



0 


キーを巧す 


庫内灯び点灯し、加熱び始まります。 



途中で変わる 



ち牛乳I のコツ . 

1回の分量は 

1杯 （200 mL ) から4杯までです。け不び；^量！; TF の時 
は I レンジ了700 WI か [U 女ジ I 自 で加熱します。 

(30 ぺージ参照) （1 mL=l CC) 

容器は 

広□で背の低いマグカップを使います。 

牛乳は冷蔵室か日出したてのものを使いまず 

:令蔵室から出してしばらくおいたをのを加熱するとさは 
I 仕上びり調節 I 閥で加熱します。 

牛乳は容器の7〜8分目まで入れまず グク 

容器に巧して少量(>^量じ(下)しか入れないと、 パ。 
加熱室から取り出した後でを、突然沸とうして 
飛び散り、やけどすることびあります。 


牛乳びんでの加熱はでさません。 

仕上びりびめるかつたとさは 

I レンジ1700 W に 様子を見なびら、さらに加熱します。 

ち モ飄 で 追加加熱すると、熱<なりすざます。 

並べかたは 

2個な上の場合は、テーブルプレートの中央に寄せて置さ 
ます。 




DDDDDDD 



□ □ 


9 

.^1 








































































































































メニユ- 
6半解凍 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□日 



6半解凍7 解凍の 使いかた 


□□□□□□□ 

r^\ 

□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 



(D 伽 □□ ID □ □ 

食品を入れる 



※テーブルプレートが加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表术窓|し「 [ 」か表 

示され、加熱でさません。 



ほぐろのさしみの場合） 


A メニュ-選択キ-瞧 
W または画を押ず 


表71^窓の番号を才ートメニューの番号 
に合わせます。 

■スタートのランフび点滅します。 



0 


キーを巧す 


庫内巧が点打し、加熱び始まります。 


※表示の時間は例です。 



イ;/ 終了音び鳴った日食品 
を取り出す 


庫内巧が消打し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


ち半解凍117解凍I のコツ . 

加熱室はをましてから使ってください。 

区亞日、狂与23、陋量の使用後は加熱室やテーブルプレートび熱くなってしほす。発泡スチ□-ルのトレーび溶けたり、 
加熱しすざることびあります。充分をましてから使ってください。 

発ミ包スチ□—ルのトレーは、生ものの解凍に(がには絶対に使用しないでください。 


□ □□□□□□ 


才—トメニユ— 


DDDDDD 
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6半解凍7解凍 の上手な使いかた 


* を凍室で冷凍された肉や魚を解凍しまず。 

*- 度に解;まできる分量は、100〜1100 Og でず。 

分量びをすざると"ピッピッピッ"となり、表お窓に「[ G 3 」 

び表示され、解凍されません。 

• をま室か5出したばかりのコチコチにまったらの 
を使いまず。 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
ラップなどの包装をはずし、テーブルプレートの中央に 
のせて解凍します。グラム-ポジションシステムび働き 
ます。陶磁器や耐熱性の皿などは使わないでください。 
トレーびない場合は、了ーブルプレートに才ーブンシー 
卜かペーノて一タオルを敷いて解まします。 

* を凍な巧温度は一18でを基準にしていまず。 

一吕〇でけ下の;令凍食品をオートメニューを使って調理す 
ると、瓶東不足になることびあります。 rn n nlioowl で 
様子を見なびら、さらに解凍してください。 

• 分量び100旨未満のときは I レンジ]100 w | で様子を 
見ながら解凍しまず。 （4 巨ぺージ参照） 


柩半解凍|7解凍 を使い分け 


さしみとして解凍する場合は、メニュー選択キー！®を 
巧し I 日 半解 菊 に します。 

肉や魚を解凍を、すぐ調理する場合は、メニュー選択キ 
—画を押し |7解凍 I にします。 

>調理済み;令凍食品やを凍野窠の解凍は 

I レンジ1 2 D 0 W I で様子を見なびら、解凍します。 

解凍の目ま時間は、吕00旨で4〜巳分です。 


解凍か b あたためまで加熱するとさは、 解まあた ためで 


加熱します。を凍野菜は] 7ページを参照します。 
•□□□□□□□□回 

あ、厚みび巧一でないをのは、細いところや薄いところ 
に巻きます。大きなかたまりにはまわり（側面)に巻きます。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □(□□□□の □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDDDD 


>解凍が足りなかつたときは、 レンジ Pfoow で様子を 
見なが6さらに解;ましまず。 

>とけかけている食品やバラバラになつて凍って 
いるものは、にンジ II 加 WI か防ジに 00 WI で途中様子 
を見なび日解凍しまず。 


6半解凍 のコツ 


7解凍 のコツ 


まぐろ、いか、えび（さしみ用）を解凍後、そ 
のまま生で食べるとをに使いまず。 

" 食品の中/こ、び、みし凍って 
いる状態に仕上がりますの 
で、サクサクと包了で切り 
やすく、食卓に出すとき食 
-ベごろになります。 

DDDDDDDD 



□□□□□□□□□□ 


肉や魚を解凍後、ずぐ調理ずるときに使いまず。 


薄切り肉は、解凍後両手で 
大きくしならせます。 

ひさ肉やかたまり肉は仕上 
びり調節國に合わせて解 
凍します。 

頭や尾の部分は、先に加熱 
されやすレのでアル S ホイ 
ルをピッタ U と巻いて解凍 
すると、変色や煮えび防げ 
ます。 



DDDDDDDDD 



DDDDDDDDDD 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
• □□□□□□□□□□□□□凹30 5□□□□□□□□□□□□□□凹 


上手な冷凍保存（フリージング)のコツ 

★材料は新鮮なものを 

1回分ずつ （200 〜300旨）に分け、 ]〜3 cm の厚さで、極端に薄くならないように平らなあにまとめます。 

★ラップなどでピッタリ密封を 
★魚の下ごし5えは 

魚はラろこやえら、内臓を取り、塩水で洗って水気をふき取り、一尾ずつ;令凍します。 

★バランなどの飾りや敷きものは取り除きまず。 


□ □□□□□□ 



DDDDDD 


リ 



























































































































8 冷蔵食品パリツと9冷凍食品パ リツとの 使し、かた 


の）□□□□□□□□□回 

食品を入れる 



〇 

0 


強 グリルレンジ 

|つ 


•か し！ 

弱トト U 



キーを J 甲す 


^ 1 ~ i ク > 

強グリルレンジ 、 ■ ' 


•中 ひ广1? 

弱ォト なし J .、 

4 

数秒後に変わる 



途中で変わる 


庫内巧び点打し、加熱び始まります。 


庫内巧び消打し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


をを蔵食品ノ リッと119を凍食品パリッと1 のコツ 

食品の種類によってキーを使いまず。 

巧汚品パリッと 1 は、常温や;令蔵保ちの調理済み食品や 
チルド食品を加熱します。 1 9;令ま食品ノく U ッと 1 は、調理済み 
;令凍食品を加熱します。 

分量は 

1人分(約100旨)〜日人分までです。（この分量 U (がのオート 
メニューではでさません） 

グラム-ポジションシステムが働きまずので陶磁器 
や耐熱性の皿は使わないで焼網を使いまず。 

食品を取り出ずとさは 

厚手の乾いたみきんやお手持ちのオーブン用手袋を使って、 
食品をのせたまま焼網を取り出すか、菜ばしを使って食品を 
直接取り出します。 


ク;/ 終了音び鳴った日食品 
を取0出す 





□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


10ピザ の使いかた 



(□) 丘0 ピザ] □ □ □ 



空のテーブルプレート 
を 下段に 入れる。 


〇 


(ピヴの場合. 72ページ参照） 


〇 


表术窓の番号を才ートメニューの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプび点滅します。 


トト，巧 


オーブン 


を熱 


0 


キーを巧す 


庫内灯び点灯し、予熱び始まります。 


みバ ♦ • 

|> r 1 

しじし J 


■を激 



予熱終了音が鳴り予熱が 
終わった5食品をテーブ 
ルプレートにのせる 


予熱終了音が鳴ったらドアを開けて厚 
手の乾いたふきんやお手持ちのオーブ 
ン用手袋を使ってテーブルプレートを 
ドアに取り出し、オーブンシートごと 
ピヴ生地をのせる。再び皿受棚の 下段 
にセツトする。 



0 



J 終了音び鳴った！5食品 
ク^を 取0出す 


庫内灯び消灯し、表おが「0」になり、 
加熱び終ります。 



匹)ピザ I のコツ 


匹)ピザ 1 DDDD 73 DDDDDDDDDD 


ユ 


才—トメ 


23 



















































































□ □□巧 □□ 

0000000000 


11 ケーキ にかんたんバン13グラタン14茶わん薰し 


□□□□□□□ 


11ケーキ I 〜 114茶わん 蒸しの 使いかた 


〇 


□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 



(D )14 □□□回 _□□□ 



食品を入れる 

直径が 8 cm くらいのふたつさのも 
ので、ふたを含めた重量が約2日日旨 
前後のちのが適しています。 


※テーブルプレートが加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場音'、表窓 I し 「し於」か表 
示され、加熱できません。 



(茶わん蒸しの場を） 
に 4 ぺージ養照） 


〇 


メニュ-選択キ-画 
または@を押ず 


表术窓の番号を才ートメニユーのま号 
に合わせます。 

■スタートのランプび点滅します。 



0 


キーを 巧す 



途中で変わる 


庫内灯び点灯し、加熱び 
始まります。 

《表をの時間は例です。 



^ 終了音び鳴った！5食品 
^ を取り出す 


庫内巧び消打し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 

※調理終了を、を却フアンび回転する 
場合びあります。 


11ケーキ12かんたんパン13グラタンのコツ 


Pm ヶ-キ h □□□64□□□□□□□□凹 
じ2かんたんパン 1日□□□75□□□□□□□□凹 


ご3グラタンの □□□56口 □□□□□□□□□ 


14茶わん蒸しのコツ 


分量は 卵液の温度は20〜2已でにずる 

1〜6個までがれます。 但いときは、仕上びり調節を國に、高いときは園にします。 

容器は 卵液の量は器の t 分目く 5いまで 

直径び 8 cm くらいのふたつきのもので、ふたを 力 [] 熱室は;ちましァサ G 

含めた重■び約 2 日日目前をのをのび適しています。 |ォ_ブン I 芭 J ル I 略臭 I 使騰で加熱室び熱し、と、上まにな上びりません。 
容器の置をかたは （54 ぺージ参照） 


□ □□□□□□ 


才—トメニユ— 


DDDDDDDDD 




少量で加熱ずるときは 

分量び1 OOg 未満のとさはオートメニュ 
一ではでさません。 レンジ I 加 owl で様 
子を見ながら加熱します。 （30 ぺ-ジ参照 
特に、かさく切ったにんじんなど野菜び 
少、量 （1 00吕未滿のときに乾燥したり、 
火花(スパーク）び出てこげたりすること 
があります。水ををめにふりかけてラッ 
プで包むか、皿などに広げ、浸るくらいの 
水を入れてラップでおおい、加熱します。 


仕上がり調節キーは 

やわ b かめにしたい場合は、 巧を团 か階し 
固めにしたい場合には、臣查1占、居哥にし 
ます。また、野菜の種類や分量、形状 
によってを使い分けます。 （46 ページ参照 
* 葉•果花菜、お菜のメニューは4己 
ページの加熱時間一覧表を参照しま 
す。;令凍した野菜は] 7ページを参照 
し、をンジ [ 7 00 WI で加熱します。 

* じゃびいち日個を加熱す 奥 

るときは図のように置い 
て加熱し、加熱後裏返し 
てしばらく置さます。 = 

手前 
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1回の分量は 

P 已葉’ 果菜に 加熱する葉菜•果菜•巧菜 
類は100〜500旨、 1日根菜 I で加熱する 
根菜劇ま100〜1000旨です。 

分量び100 呂 未満のときは、オートメニ 
ユーでは できません。归〇ページ参照） 

ラップで包みテーブルプレートの中央 
に直接にのせて 

ラップですさ間のないよラにピッタ U 
と包み、直接テーブルプレートの中央 
にのせて加熱します。丸のままのじや 
びいちなど複数個を加熱するときは、 
まとめてラッフに包んで加熱します。 




庫内灯び点灯し、加熱び始まります。 


キーを 巧す 


強 レンジ I • • f ■ 

!卜瞄] 


r 途中で変わる 


※表示の時間は例です。 


レンジ 


すート 


し思 


終了音び鳴った!5食品 
を取0出す 


庫内灯び消灯し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 



1己裏•果菜1目根菜のコツ 



(□ ) た□□回 IDDD 

食品を入れる 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表を窓に「[日？」び表 
示され、加熱でさません。 


(キャベツの場合） 


〇 


メニュ-選択キ-圓 
または®を押ず 


表71^窓の番号を才ート;こューの番号 
にをわせます。 

■スタートのランプげ点滅しまず。 


i レンジ 

ォ•ろ 




□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□日 

aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa 


15葉•果菜16 根菜の 使いかた 


DDDDDDD 

/^\ 

DDDDDDD 

□□□□□□□□ 


16巧 菜 


□ □日 
□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 



DDDDDDD 


才—トメ 














































































































































17 コンビニ弁当 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


17コンビニ弁当 の使いかた 


□□□□□□□ 

/ qA 

DDDDDDD 

□□□□□□□□ 


識屋為かリル I レンう 量コ誓 二 1 




食品を入れる 


※テーブルプレートが加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表窓 I し 「〔が」か表 
示され、加熱でさません。 



(コンビニ 弁当の場合） 


〇 



かけキーを押す 


■スタートのランフび点滅します。 



0 


キーを巧す 


庫内巧が点打し、加熱び始まります。 


I レンジ i I / /, 

inr 1 

卜雕 t し J 


• 途中で変わる 



次のお弁当は 17コンビニ弁当 ではあたため5れません。おこのみ操作で様子を見なび5加熱しまず。 


電子レンジ加熱に向かない容器を使用している弁当 

(紙や木でできた容器、アル=で加工された容器、発泡スチ□ール製の容器、ホッチキスなどで止めてある容器など 
を使用した弁当） 

1種類ずつル分けしている総菜 （から揚げ•シユーマイなど） 

お弁当屋さんの持ち帰り弁当 
おにぎり （14 ページ参照） 


DDDDDDD 


才—トメニユ— 


DDDDDD 


洗 


17コンビニ弁当のコツ 


あたため5れるお#当は 

コンビニエンスストアで販売されているお弁当です。 

1回の分量は 

] 個 （1 人分)です。ただし、同じお弁当なら吕個 （2 人分) 
を同時にあたためられます。この分量な外はでさません。 

置ぐ位置は 

テーブルフレート 中央の円の上に置さます。 

吕個を同時にあたためる時は、中央に寄せておさます。 



買ってをたらずぐにあたためる 

•買ってきたお弁当(萬温 2crc ) は、包装しているラップ 
を取りはずし、ふたなどに貼り付けてある調味料や容器 
に入っているしよラゆ、ソースなどを取り出します。 
付属の割り害ちはずして、再びふたをして加熱します。 
♦重量センサーが働さます。陶磁器や耐熱性の皿や器に 
のせた0、移しかえてから加熱すると加熱しすぎにな 
0ます。 

♦を蔵室で保ちしてある場合は、仕上び0調節巧构がか履] 
にします。 


具によってあたたまりかたが違ラ 

♦揚げちの類はあつめに仕上がります。サラダ類、お新香 
類もあつめになります。サラダ類やお新香は取り出して 
から加熱するとよいでしょ5。 

♦八ンノ（ーグは厚みびあるのでめるめに仕上びります。 
麵類(焼きそば、焼き5どん、スパゲッティなど)ち少し 
めるめの仕上びりになります。 

食品を取り出ずときは 

厚めの乾いたふきんや、お手持ちのオーブン用手袋を使っ 
て取り出します。 

加熱後はふたび熱くなっているので、を意してください。 

仕上がりびめるかったとさは 

I レンジに日日叫 で様子を見ながらさらに加熱します。 

加熱後のを熱を利用して 

ご飯と具のあたたまりかたび違うときは、加熱後そのまま 
しばらく置いておくとよし)でしよラ。 


^ - A 迁息- ' 

•お弁当をあたためるときは 

同じお弁当な日、同時に2個まであたため日れまずび、種類やあ状、分量び違うものは、別々にあたためます。 

また上下に積み重ねると上手にあたたまりません。 

•ゆで卵や目玉焼きは破裂する恐れげあるのであたためる前に取り出しておく。 

\_ 


M コンビニ弁当 であたため5れるお弁当の例 


ごはんとおかずび分かれて入っているな当 



他に「のり弁当」や r 結弁当」のよラに、ごはんの 
上に具びのっているちのちあたため日れまず。 
加熱時間の目安 ] 個（約 450 g ) 約1分4□秒 


++卜 A /カツ井•カレーライス•チヤー八ン • 
丹も® U げッティ-など 



* あんかけ類（中ま丹、あんかけ焼きそばなど）をあたためる場合、容器やふたび変形したり、あんかけの 
具（いか、えび、うず日の卵など）び加熱中に破裂したりする場合びあります。ふたを取りはずし、これ日 
の具を取り除いてか日加熱し、加熱後加えます。 














































































































トメニューと表示才ート調理のお願い 



調理ずる分量や材料は 

クッキングガイドを参照し、な料や分量を守ってください。 
適量でないと上手に仕上びらないことびあります。 
クッキングガイドに記載しているメニューのなかで □ □ 
□ とは、一度に作れる分量の目まです。 

使用ずる付属品や容器は 

使用する付属品や容器び違ラと上手に仕上びら が 

ないことびあります。クッキングガイドを参照 :/ 

してください。また、グラム-ポジションシス 
テムび働さます。分量に合った大ささの容器を 
使ってください。 


'山 


額 I 


才ートメニューで作れるものは 

クッキングガイドに記載してある料理必が 
は、オートメ ニューで 上手に仕上びらない 
ことがあります。おこのみ操作で加熱時間 
を設定して様テを見なびら加熱してください, 



加熱中にドアを開けると 

上手に仕上がらないことびあります。ただしオーブン料 
理で焼さむらび気になるときは、焼さ時間のを経 
過してからドアを開いてテーブルプレートの前後を入替 
えてください。 

オートメニューででさる分量は 

クッキングガイドに表示している分量です。食品] OOg 
未満の分量はオートメニューではでさません。おこのみ 
操作で加熱時間を設定して様子を見ながら加熱してくだ 
さい。 （17 ’30ぺージ参照） 


追加加熱はおこのみ操作で 

オートメニューで追加加熱すると、加熱しす 
ざになります。おこのみ操作で加熱時間を設 
定し、様子を見なびら加熱してください。 

あたため キーは、ドアを閉めてから 
約10分 1 U 内に巧ず 

空焼さを防止するため、約] 0分を越える 
とスタートしません。ドアを開閉して、 
キーを押してください。 




IPAM 発酵1 (レンジ)の上手な使いかた(応用)… • 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□ [PAM n n 1 (n □□)□□□□□□ 

•こね上げた生地を耐熱性ガラスのボールに入れてラップで 
おおい、テーブルプレートにのせて発酵します。 

(金属製の容器は使えません。） 

♦7 巳ページのかんたんバンを参照し、ポ U 袋を使ってこねる 
ことちでさます。その場合は、袋のまま発酵時間を少なめ 
にして一次発酵させます。 

•二次発酵は I オーフン I に度押し）窗酵]で巧います。 


尼 AM □□]□□□□□□ □□□□□ 


DDDDDDDODD 

□ □ 

DDDDDD 

□ □□□□□ (74) 

ID D 

2 on 3 on 

□ □□□□□ (71) 

lOD D 

15 D 25 D 

□ □□□□□ (74) 

5 D D 

lOD 15 D 


□ □□□□□□ 


才—トメニユ— 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 




1 —n 


おこのみ操作 



PAMn 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 OUT 

aoaaaaooaaa 


□ □而 □ □ □ 


□ □□□□□□ 


PAM 発酵（レンジ)の使いかた 


〇 


□nnnnnnnnnnnnnn 



〇 



キーを 押す 


注 

•巧 

弱 


レンジ 


発酵 


P 

A 

M 


0 


タイマーセツトキーを 
押し時間を合わせる 


■スタートのランフび点滅します。 


例：10分にセツトした場合 




庫内打び点灯し、加熱び始まります。 


キーを 巧す 


強 

•中 

11 


レンジ 


ILMJ 


in 

し I 秒 


発酵 


^ 終了音が鳴った5食品 
を取り出す 


庫内打び消灯し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 



PAM 発酵（レンジ)の上手な使いかた 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DD-DDDDDDDD(DDDD) 

• iPAM 発酵 I (レンジ）は仕上がり調節でメニューに適し 
た電波(高周波)の出力を微妙 M こ調節し、発酵温度をコ 
ント□ールします。仕上びり調節キーを誤って設定す 
ると上手に仕上びりません。 

♦市販の料理ブックの発酵や、お好みをを斗理の発酵はを 
与^に度巧し)で温度調節キー ® を巧して匿藍] 
(4 己で〜3巳で）に合わせ、様子を見なびら行ってく 
ださい。 (3 已ページ参照） 

※加熱室の温度びほいとさ、上ヒーターび加熱する場合 
びあります。ドア、キャビネット、加熱室その他の周 
辺に軸れないでください。 


IPAM n n Kn □□)□□□□□□□□□□ 


□ □ 


^_amddJ(ddd) 


□□□□□□ 

□ □□□□□□□凹 

innn 

□ □ (79) 

B 

□ □□日日日 （75) DDDDDD (76) 

□ □□日日日日 (76) 日日日日日日 （77) 
ddddddDDDDD (77) 

□ □ □ □ □ (76) 

に □□ 

□ □ □ □ □ (78) 

□ □ (79) 

の 

□ □□□□□□□□ (78) 
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食品を入れる 


※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表お窓に「[日^」び表 
示され、加熱でさません。 



(かんたんノ V ン生地の場合) 
(7 已ぺージ参照） 


□□□□□□□ 


写 

-- 

-加力¬ 


ん 

II 累 -III 


おこのみ操作 








































































































































































































































































































































































































































o 


レンジ キーを 巧す 


レンジキーを押すごとに 700 W 峰 


已〇 0 VV # 吕〇 0 VV >1 00 W 4700 W 
の順に調節でさます。 



0 


タイマーセツトキーを 
巧し時間を合わせる 


■スタートのランフび点滅します。 


※例：1分20秒にセツトした場合 




庫内灯び点灯し、加熱び始まります。 



^ 終了音が鳴った6食品 
を取り出す 


庫内なび消灯し、表おび「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


加熱時間の決めかた 


□□□□□□□ 



/ 〇 \ 

• • ■ 

レンジの使いかた 

/ \ 

DDDDDDD 

□□□□□□□□ 

— • 

100W 200W 500W 700W 

DD D D 


•DDDDDDDDDDDDD 

分量び倍になれば時間ち倍、半分になれば 
時間ち半分になります。 

•DDDDDDDDDDDDDDDDD 

同じを品でわ、冷蔵室や;令ま室から出して 
使ラ場合は、加熱時間びかかります。 

標準温度 （20 でのとさ）に対して、；令蔵 
は 1.3 倍、冷まは吕 .3 倍び目までず。 

また夏とをで多少加熱時間び違います。 

•DDDDDDDDDDDDD 

容器の材質や大きさ、あ状によっても加 
熱時間は多少違ってさます。 

• QDDDDDlOOgDDDQDDDDDD 

[レンジ I 丽 0 WI で加熱時間を20〜巳〇秒に 
設定し、様子を見ながら加熱します。 



□ □ □ 

□ □ 

□ □ □ D □ □ 

□ D □ D 

野菜類 

葉-ま菜類 

1 分〜 1 分 30 秒 

已日砂〜 1 分 

根菜類 

] 分 3 日秒〜 1 分己日秒 

已日砂〜 1 分 

魚介類 

] 分 3 日砂〜 1 分日日砂 

已日砂〜]分 

肉 類 

1 分已日秒〜 2 分 2 日砂 

1 分〜 1 分 20 秒 

ご飯類 


3 日秒〜己日秒 

めん類 


已日砂〜]分 

汁ちの（みそ汁’スープなど) 


1 分 1 日秒〜]分 3 日砂 

飲みちの（ミ酉-牛乳など） 


3 日秒〜已日秒 

パン-まんじ ゆ ラ 


2 日秒〜 4 日秒 

ケーキ 

已〇砂〜 1 分 



※。ンシ] 500 W ] で加熱する場合は約1.吕倍 （標準温度 2 〇でのとき } 

の加熱時間にします。 


の）□□□□□□□□□回 

食品を入れる 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表示窓に「[ G ? 」び表 
示され、加熱でさません。 



(みそ汁のあたための場合) 




D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D D 

D D D 

D D D 

D D D 

□□ W 

D D 1 

D 


D 


D 

D 


D 

D 


D 

D 


D 

□ 


D 


D 

□□ 

[4 0 

[DD 

D D D ' 

DDD D 

_—II—II—I 。 



おこのみ操作 


0 



キーを巧す 



tLilLL 


庫内灯び点灯し、 
加熱び始まります。 



食品を入れる 


※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。セットさ 
れていない場合、表示窓に「〔日？」び表 
示され、加熱できません。 



(ご飯の場合-巳 3 ページ参照) 


〇 


师日で日日 □] または 
fnn 7500 nl にセツトずる 


向 □ 邮 n D D D D 

日口 DlyoowlD □ □ 

D □ D ]500 W]DnD 


※ 向 DDTsoon または 防□□町日の にセツ 
卜したときは、 曾の キーは受け 
つけません。 


レンジ 


い,リけ 


2.□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□凹 


レンジ 

tIJjLi 


※例：8分にセツトした場合 


0 


rnn 72 日〇の または 

nnn noon i にセツトする 


P □ □ 

□ □□□凹 

!□ □ □ 

1200 win n n 


D □ □] l00w]nDDDD 



2 . □□□□□□□□□ 
□DDDDDDDDD 


■スタートのランプび点滅します。 


※例：2已分にセツトした場合 



^ 終了音が鳴った5食品 
を取り出す 


庫内灯び消灯し、表示び ro 」 になり、 
加熱び終ります。 


0 


レンジ 

700 W 

レンジ 

500 W 


と 


レンジ 

200 W 

レンジ 

100 W 


のリレー加熱 


00000000000000000000 n \nnn \~7 oomJ \ nnnl 5 oow\ o 00000 

00 ofinn \ 20m\DDO mu I 卸時 7 00000000000000 


□□□□□□□ 

/^\ 

DDDDDDD 

□□□□□□□日 


1C 


ジン 


途中で変わる 


おこのみ操作 


DDDDDDDDD 


DDDDDDD 
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おこのみ操作 


DDDD 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□1000 210巧1〇。€〇 □田 250 °ca 0 00 
000000 


□ □ 


□ □ 


□ □ 


〇 


〇 


〇 


才ーブン（予熱あり）の使いかた 


□□□□□□□□□□□□□□□ 




予熱をする 


※テーブルプレートを取り出します。 
テーブルプレートび底面にセツトされて 
いると「 [ GS 」び表示され加熱できま 
せん。 


〇 


をーブン] キーを1度 
巧し 才ーブン (予熱あ 
り）にする 



数秒をに変わる 



0 


温度調節キーで温度を 
合わせる 


■加熱室び熱い場合の最大設定温度は 
吕 10° C です。 

■数秒後に時間合わせ表おになります。 

温度表お中でち時間合わせでさます。 
※予熱時間は自動的にミ夫まります。 



数秒後に変わる 


※例： 190° C にセツトした場合 



0 


タイマーセツトキーを 
巧し時間を合わせる 


■スタートのランプび点滅します。 



※例：3日分にセツトした場合 


□ □□□□□□ 


おこのみ操作 


32 


〇 



キーを巧す 


庫内打び点灯し、予熱が始まります。 
■加熱室の温度を100むから表おしま 
す。 


すー ブン 


予熱 


ピ ’ 予熱終了音び鳴り予 


熱び終る 


■セットした温度になるか、20分経過 
すると予熱び終ります。 




予熱び終った5すぐに 
食品を入れる 


■予熱び終ってそのままにしておくと、 
吕分間予熱を継続したを、セットし 
た時間を加熱します。 

※テーブルフレートび皿受棚の 下段に 
セツトされていることを確認します。 


L、一 ^ k 一 

€2' 


(シューク1」ームの場合） 
(7 日ページ参照） 


0 



キーを巧す 


庫内なび点灯し、加熱び始まります。 


すー ブン 


ぶ 


ん 


終了音が鳴った！5食品 
を取り出す 


庫内灯び消灯し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 

※調理終了後、；令却フアンび回転する 
場合びあります。 



250°CnDDDDDD5DDDDDDDDDDDD210°CnDDDDDDDD 


追加加熱などで予熱び不要なとき 

(予熱なし)の使いかた巧4ページ)の方法で行います。 

食品の焼を色を調節ずるため、加熱途中で温度と加熱時間を変えることわでをまず。 

■加熱中に 厅=ブン 1 を巧すと、セツトした温度び表おされます。温度調節キー®®を巧して温度を変えることびでき 

ます。約2秒後に時間表示に戻ります。 _ 

■ 巧=ブク 加熱中に、加熱時間を変えるとさは、温度調節キー® BI を押すと、1分単位で増減できます。 

(モ熱中は、加熱時間を変更でさません。変更する場合は予熱び終わってから加熱時間を変更します。） 

但し、最大加熱時間旧0分)を設定した場合、加熱時間を追加することはでさません。また、残時間表おび1分未満と 
なった場合は加熱時間を減らすことはでさません。 


□□□□□□□ 


おこのみ操作 
























































































おこのみ操作 


DDDD 


naaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa 

)□□□□□□□□□□ 350 45巧5。巧 □ m lOOD 210 °C 
□ 1〇。〇] □田 250 °CD □□□□□□□□日 


オーブン（予熱なし）の使いかた 



□ □□□□□□□□□□□□凹 



の）□□□□□□□□回 

食品を入れる 


※テーブルプレートび皿受棚の 中段に セツ 
卜されていることをお認します。加熱室 
底面にセツトされていると、表お窓に 
て G 引び表おされ加熱でさません。 


(型®きクッキーの場合) 
(68 ページ参照） 




因■ーブン キーを2度 
押しげーブン(予熱な 


し）にする 




トブン 

n 

し I 秒 


数秒後に変わる 


© 温度調節キーで温度を 
合わせる 


才ーブン 


す-プン 

黃を 1 nrr 

翁 IU 

4 

n 

し•秒 


数秒をに変わる（例：1 70’ C にセツトした場合) 


0 


タイマーセツトキーを 
押し時間を合わせる 


■加熱室び熱い場合の最大設定温度は21日でです。 
■数秒をに時間合わせ表示になります。 

温度表示中でち時間合わせでさます。 


■スタートのランフび点滅します。 
※例：30分にセツトした場合 




キーを巧す 


庫内巧び点打し、加熱び始まります。 



^ 終了音び鳴った5食品 
を取り出す 


庫内巧が消打し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 

※調理終了を、：令却フアンび回転する 
場合びあります。 


250。の□□□□□□5□□□□□□□□□□凹210。の DDDDDDDD 

f 食品の焼き色を調節ずるため、加熱途中で温度と加熱時間を変えることびでをまず。 

■加熱中に 同^ブス を押すと、セツトした温度び表示されます。温度調節キー®®を押して温度を変えることび 
できます。約吕秒後に時間表おに戻ります。 _ 

■ I オーブン I 加熱中に、加熱時間を変えるとさは、温度調節キー®®を押すと、 ] 分単位で増減できます。 

但し、最大加熱時間旧0分)を設定した場合、加熱時間を追加することはでさません。また、残時間表おび1分未満と 
なつた場合は加熱時間を減らすことはでさません。 

V J 



〇 


才ーブン I キーを 


2度巧し なーブン 
(予熱なし）にする 


證定 


才ーブン 


SO 



数砂後に変わる 


0 


温度調節キーで 
発酵温度を合わせる 

■発酵温度は4巳 • 40 • 3巳で 
の3段階に設定でさます。 
標準の発酵温度は40でです。 


■数秒後に時間合わせ表おになります。温度表お中でち時間合わせでをます。 
※例: 40° C にセツトした場合 


f 

才-ブン 、 


す-ブン 

設定 

ぉぉ 

蜂 

発渡 

^ ■^抄 


数秒をに変わる 


0 


タイマーセツトキーを 
押し時間を合わせる 


■スタートのランプび点滅します。 
※例：已〇分にセツトした場合 




庫内灯び点巧し、加熱び始まります。 

すープン 

ESBQ 

キーを巧す 

CO 発酵 



JLP 


ん/ 終了音が鳴った！5食品 
严 を取り出す 


庫内灯び消灯し、表示びの」になり、 
加熱び終ります。 




(□)□□□□□□□□□□□□ 

食品を入れる 



※テーブルプレートび皿受棚の 下段に セツ 
卜されていることを確認します。加熱室 
底面にセツトされていると、表示窓に 
に日3」び表示され加熱でさません。 



(バター□-ルの発酵の場合) 
(71 ぺージ参照） 


おこのみ操作 


DDDD 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
aaaaaaaaaaaaaaaaaaa 脚口 がて 

□ 5。口 □归□□□□□□□日 

□ □ 


オーブン発酵の使いかた 


〇 


□□□□□□□ 

□□□□□□□日 



おこのみ操作 
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おこのみ操作 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

aaaaa 


□ □ 


□ □ 


〇 


グリルの使いかた 


□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 


興 


□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 



(□)□□□□□ □□□ 

食品を入れる 

※盛り付けて裏になる方を 
先に焼さます。 



※テーブルプレートび皿受棚の 中段に セツ 
卜されていることを確認します。 

加熱室底面にセツトされていると、表示 
窓に 「[ G 弓」び表おされ、加熱できま 
せん。 




(蛙の切り身の場合） 
(已1ぺージ参照） 


〇 グリル I キーを 巧す 


ブリル 


> 


0 


夕づ"スーセット牛一を■スタートのランフび点滅します。 
巧し時間を合わせる ※例：1 5 分にセツトした場合 


ヴリル 

ISJJ 


0 


キーを 押す 


庫内巧び点灯し、加熱び始まります。 


ブリル 


ろぶ 


イ;^ 終了音が鳴った!5食品 庫内口び消灯し、表おび「0」になり、 

を取り I 中し、裏返す 加熱び終ります。 



06© を再度設定し、 
表を焼をます。 


※加熱時間は料理ブックを参照します。 

※調理終了後、：令却フアンび回転する 
場合びあります。 


口 n n I n □□□□□□□ 4〇凹凹4〇□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

食品の焼さ色を調節ずるため、加熱途中で加熱時間を変えることびでをまず。 

■ 巧 ' U の 加熱中に、加熱時間を変えるときは、温度調節キー i @ B | を押すと、1分単位で増減できます。 

但し、最大加熱時間 (40 分)を設定した場合、加熱時間を追加することはできません。また、残時間表おび 1 分未満と 
なつた場合は加熱時間を減らすことはでさません。 


※トーストや焼きもち、生魚のさんまやあじなど、丸身の魚は焼けません。加熱室び大さく、上ヒーターと食品の距離び遠 
いため、焼さ色びつきません。 


□□□□□□□ 


おこのみ操作 


□□□ 




パネルやドア、加熱室などをオー 
プンクリーナー、 シン子一 、ベン 


ジン、スプレーのガラスみびを、 
漂白剤などでふかない。 

□□□□□□□□□ 


0 


加熱室内壁に食品くずや汁をつけ 
たままにしない。 

ちれび取れにくくなり、义 
巧(スパーク)び出たり、さ 
びや悪臭の原因にな0ます。 


0 


»加熱室上面、底面には抗菌脱臭コ 
ート処理、その他の加熱室前面、両 
側面、奥面にはフッ素コート処理 
びしてあります。傷つきやすいの 
で、たむしなど固し)ちのでこす b な 
いで < ださい。 


加熱室底面のテーブルプレートに衝撃を加えたり、水をかけない。 

□□□□□□□ 

割れたとさは、そのまま使用せずにお買い上げの販売店に相談する。 


0 


焼網は、金属たわしや鋭利なちので 
こず5ない。 

□□□□□□□□□□□ 


0 


テープルプ レー トを金属たわしや鋭 
利なちのでこずらない。 

□□□□□回 


0 


キャビネットやドア、操作パネルに 
水をかけない。 

□□□□□□□□□□□□□ 


0 


お手入れ 

本化 • 付属品のお手入れ 

□ □□□□□□□ □□□□□□□□□□問 




ーブルプレート 


かたく絞っためれぶさんでふさまず。 

ふさんで取れにくいよごれは、テーブルプレートを取り外し市販の 
クリームクレンヴー（研磨剤入り)をつけてその部分をこすって洗い 
流します。 

衝撃を加えると割れる恐れびありまず。 

割れたり、ひびび入ったとさはそのまま使用せず、お買い上げの販 
売店にご相談ください。そのまま使用ずると故障の原因になります。 



台所用中性な剤をつけ 
たスポンジたわしで巧 
れを落として水巧い 
し、水気を十分にふさ 
とりまず。 


加熱室内壁.前面-ドア内側-カバー 


かたく絞っためれぶきんでふをまず。 やわらかい巧でふさとりまず。 

巧れびひどいとさは台所用中性洗剤をつけた巧でふをとり、巧れびひどいとさは台所用中性洗 
その後必ず、かたく絞っためれぶきんで洗剤をよくふきとり剤をつけた巧でふさとり、その後 
ます。 必ず、かたく絞っためれぶさんで 

※カバーは強くこすらない。（破損、割れ、カケの恐れびあ洗剤をよくふさとります。 
りまず。） 


A ま意 


においが気になるとを 


脱臭1キーを使います 



魚を焼いた後、すぐ別の料理をするときや、加熱室のにおいび気になるとき 
に使いまず。 

加熱室のにおいを軽減することびでさます。 

脱臭のしくみ 

加熱きに残ったにおいの成分を、ヒーターの高熱で分解し加熱室外に排出します。 
加熱室に残った食品カスや油は取れませんので、あらかじめふきとってください。 


操作の手順は r 空焼きのしかた」 
日ページを参照してください。 


应 江忌、 


「脱臭」の加熱中や終了後しば5くは、ドア、キヤビ 
ネット、加熱室、その周辺にふれない日 □□□□□□□ 
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ご度用の後に 


□□□□□□□□nnnnnnnnnnnnnn 































































































































故障かな•••一 と思った5 

巧のことをお調べ<だをい 


加熱しない、または 
電源が入らない 


料理のでをぐあいが悪い 


•差込プラグが抜けていませんか。 

♦配電盤のヒューズ、またはブレーカーが切れていませんか。 

♦表示窓に r 日」が表示されていますか。 r 日」が表示されていない場をドアを開け 
閉めしてください。「日」表示します。 

• ドアはさちんと閉まっていますか。 

• ドアを開け閉めしなおしてち正常になりませんか。 

♦差込プラグを抜いて、差し込みなおしてドアを開閉してを正甫になりませんか。 

•調理の手順、ラップのかけかた、食品の量、付属品、容器の使いかたなどは 
正しいですか。（クッキングガイドで、をラー度確認してください。） 

♦壁と近づきすぎていませんか。 （4 ページ参照） 

•オートメニューのとき、政上の内容を確認してち料理が加熱不足や加熱しすざ 
になる場合、グラム-ポジションシステムの0点調節をしてください。 

(目ぺ—ジ参,昭） 

♦クッキーなどをくり返して調理する場合、テーブルプレートをさましてから 
ご使用ください。こげすぎることがあります。 


♦焼網にアル S ホイルを敷いていませんか。 

► ♦加熱室壁などに金属製の調理道具やアル S ホイルが触れていませんか。 
•テーブルプレートなどに食品カスがついていませんか。 


□ □□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

巧の場合は故障ではありません 


レンジのとを义巧(スパーク)が出る 


■はじめてオーブンを使ったとき煙が 
でた 

♦ 

加熱室は防鐘のため油を塗っています。はじめてお使いのときは、 
空焼きをして油をとってください。 （9 ページ参照） 

■加熱中 r カチ、 わチ… 」と音びずる 

み 

マイコンびレンジやヒーターなどの切り替えをするとさのスイッ 
チ音です。 

国 あたため キーを 巧しても スター トしない 

♦ 

待機時消費電カオフ機能び働いています。ドアを開閉しなおして 
表を窓に「0」表示させてから 打 wm キーを巧してください。 

■加熱中「ジージ ー 」と音がずる 

今 

インバーターの作動音です。 

■セットした温度が途中で変わることが 
ある。 

今 

1才ープン1のとさ、吕已〇での運転時間は約巳分です。その掛ま自 
動的に21 0° C になります。 

■調理終了後、しば6くずると「カチ」 

と音がずる 

今 

調理終了後にドアを閉めてから10分過ぎたときにはたらく待機電 
力をオフするスイッチの音です。 

■2 加でに設定できないことびある 

♦ 

加熱室び熱い場合の最大設定温度は21〇むになります。 

■キーを巧しても受け付けない 

♦ 

待機時消費電カオフ機能び働いています。ドアを開閉しなおして 
表示窓に「□」表おさせてからご使用ください。 （11 ぺージ参照） 

■終了音の音色が切り曾わったり、無音に 
なった 

♦ 

ドアを開閉して表示窓に「0」を表示させてから、仕上がり調節キー 
@を約3砂間巧すと"ピッ"と鳴0、終了音の音色が切り替わります。 
同じ操作でブヴー音を無音に切り替えられます。 （1 1ページ参照） 

国巿版の料理ブックの才ーブンメニューや巿販の 
生地を使ラと上手にできないことびある 

み 

この料理編の類似したメニューの温度と時間を参考にして、おこ 
のみ操作で様テを見なびら焼いてください。 （47 ページ参照） 

■才ートメニューのとを、料理び加熱不足 
や加熱しずざになる 

♦ 

グラム-ポジションシステムの0点調節をしてください。 

(9 ページ参照） 

■ ドアを開けると加熱が取り消される 

み 

オートメニューでは残りの加熱時間を表示していないときにドア 
を開けると、加熱び取り消されます。 

■予熱設定温度び表示される前に予熱が 
終了した 

♦ 

電源電圧や室温等の影響で設定温度まで表おされる前に予熱び終 
了することがあ0ます。 

■残り時間が途中で変わることがある 

み 

オートメニューのとさ、料理を上手に仕上げるため加熱途中で残 
りの加熱時間び変わることびあります。 
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:欠ぺージにつづ< ► 


号故障かな ••••• と思った5 

次の場合は故障ではありません 


■加熱中、表示窓やドァがくもったり、_ 
水滴び落ちる 

^ 料理メニューによって食品から出た水分び水蒸気となり、表示窓 
m やドアの内側びくもることびあります。ドアの内側などに露びつ 
き、床に落ちたときは、ふきんで拭きとってください。 

■オーブン、グリル加熱のとき「ポコッ」> 
と音びずる 

^高温のため、加熱室び膨張する音びすることびありますび故障で 
' はありません。 

■レンジ加熱のとき r パチン」と音がずる - 

>ドアと加熱室の接触面に付着していた水滴びはじける音です。 

■庫内'打の明るさが変わるときがある ■ 

^断続運転のとさ庫内灯の明るさび変わることびあります。 

~故障ではありません。 

■調理び終了してもファンの風切り音びする — 

とりけしキーを巧した時や調理終了後2分間電気部品を;令却するため 
>フアンが回転する場合びあります。この間、メ□ディ音の切替やグラ 
ム.ポジションシステムの0点調節はでさません。 

■差込プラグを差し込むとを「カチッ」 

と音びしたり、スパークび出る ■ 

>電源回路に充電するためで故障ではありません。 

■表示窓に 「 M 」 が表示されたままで加熱 
されない ■ 

^差込プラグを巧いて、約己秒たってから、差し込みなおしてくだ 
グさい。 


表示窓にこんな表示が出たとを 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □ □ 

□□□□□□□□□□□ 

□ □ 


[OS 


• グラム-ポジションシステムの0点調節のち 
まが間違っています。 

テーブルプレートだけを加熱室底面にセツトしてド 
アを閉め、とりけしキーを押します。数砂間、庫内 
なが点灯し、日点調節が完了します。 （9 ページ参照） 





• グラム-ポジションシステムの調節中にドア 
を開けました。 

ドアを閉めて、とりけしキーを押します。 

数秒間、庫内灯が点灯し、0点調節が完了します。 


广广〇 
し U し 


♦ レンジ加熱のとさテーブルプレートが加熱室 
底面にセットされていません。 

テーブルプレートを加熱室底面にセツトして加熱し 
ふ苗 0 



解凍する食品の分量を 100〜1，日日日宫 にします。 

(21 ページ参照） 


广 nj 
し UJ 


• 旧半稱凍117稱ま1 の食品の分量び多すざます。 


广 nn 


• み量の食品を1レンジ1700 WI で10か liLh 加熱 
しまし に。 

1レンジ1700 WI のを品100呂ちたり加熱時間ホ 
目安にします。 （3 日ぺージ参照） 


广 no 

し UJ 


♦オーブン、グ U ル加熱のとさテーブルプレー 
卜が加熱室底面にセットされています。 

テーブルプレートを皿受棚 (上 •中•下段) にセツトして 
加熱します。調理^ニューの指示に従ってください。 

H 21 DH 41 DH 54 DH 55 DH 56 

H 81 DH 82 DH 01 DH 03 

♦差込プラグを®いて、差し込みなおしてください。 


nDnnnnnnnnnnnnnnDDnnnnnnnnnnn 


ご使用の後に 
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巧証とアフターサービス (おずお読みください) 

★本体内部には高圧配線がしてありますので、ご家庭での修理はおやめください。 


保註書（別添) 


ご転居されるとをは 


保証書は、必ず r お買い上げ曰•販売店名」などの記入を 
お確かめのラえ販売店から受け取っていただき、内容を 
よくお読みの後、大切に保ちしてくださし、。 

•保証期間は、お買い上げの曰から]年です。 

ただし、マグネト□ンについては2年です。 


補修用性能部品の保有期間 


当社はこのオーブンレンジの補修用性能部品を、製造巧 
ち切り後8年保ちしています。 

補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために 
必要な部品です。 


ご転居によりお買い上げの販売店の アフターサービスを 受 
けられなくなる場合は、前もって販売店にご相談ください。 
ご転居先での曰立の家電品取扱店を紹介させていたださま 
す。 

♦この才ーブンレンジは、電源周波数び 50 HZ • 甜 Hz どち 
らの地域でちご使用になれます。ほ R 品交換の必要はあ 
りません。） 

♦ご転居されたり、移動したりした場合には、必ず販売 
店または電気工事店に巧頼して、アースの取り付け直 
しを行ってからご使用ください。 （3 ページ参照） 


修理を依頼されるときは^ 

38 • 朋ページに従って調べていたださ、なお異常のあると 
きは、ご使用を中止し、必ず差込フラグを抜いてから、 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

■連絡していたださたい内容 


□ □ 

□□□□□□□□□ 

□ □ 

□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□ 

□ □ □ 

□ □ □ □ □ 

□□□□□□□□□□□ 

□ □ □ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □ □ 


□ □ □ □ 


□□□□□□ 



※銘板は本体ち側面にあります。 


修理に際しましては保証書をご提示ください。 

イ呆証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 

■保証期間が過ぎているとをは 

修理すれば使用できる場合には、ご希望により修理させ 
てし)たださます。 


ご不明な点や修理に関するご相談は 


修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店または、 r ご相談窓□」 （4 日ぺージ）にお問い合わせ 
ください。 


修理料金のしくみ 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □ □ 

故障した製品を正常に修復するための料金です。 
技術ちの人件費、技術教育費、測定機器等設備 
費、一般管理費等び含まれています。 

□ □ □ 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付 
帯する部材等を含む場合ちあります。 

□ □ □ 

商品のある場所へ巧術者を派遣する場合の費用で 
す。別途、駐車料金をいただく場をがありまず。 


に相談お山 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

□ □ 麵 □ □ □ □ ホが □ DDDDDDDDDDDDDD 麵□□□□□□□□□□□□□□□□を々 

□□□□□□□□□□□□□み 

□□□□□□□み 

TEL 0120-み 121-か 

FAX 0120-み 121-み7 

(□ □ □ □ )3650 /9:00日19:00 


□□□□□□□□□□□み 

□□□□□□□□み 

TEL 0120-か 21- か 

FAX 0120-み 121-か 

の □ □ □ )9:00日17:30/日 Q Q □ ,PHSn □□□□□み 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□み 
□□□□□□□□□□□□□□み 


-#4A-01- み 


料理び上手にでまないとを 


[ ご飯， 

お総菜のあたため 1 

食品をあたためても熱く 
ならない 

•グラム.ポジションシステムの0点調節をしてください。（日ページ参照） 
•容器を使わないで、食品だけをそのまま加熱していませんか。食品の 
分量(重量)に合った大きさ、重さの容器に入れて力臟します。 

•を品び、金属容器かアルミホイルでおおわれていると加熱されま 
せん。 

•プラスチック容器に入れて加熱していませんか。軽すざて加熱時 
間び少なくセットされてしまいます。 

•テーブルプレートの中央にのせて、あたためてください。 

■食品の種類や保を状態(常温、冷蔵)によって r 仕上びり調節」を使い 
分けます。 （] 巨ページ参照） 

食品をあたためると熱す 
ざる 

•グラム.ポジションシステムの0点調節をしてください。（日ページ参照） 
•を品の分量（重量）に巧して、大さい(重い)容器を使っていませんか。 

食品の分量(重量)に合った重さの容器を使って < ださい。 

•あたためる食品の量び少なすざませんか。1 OOg し:^上にしてください。 
•オートメニューでめるかったちのを、オートメニューで追加加熱 
をしていませんか。レンジ1700 WI または1レンジに 00 WI で様 
子を見なびら加熱してください。 

■; 令めかけたを品をオートメニューであたためていませんか。1レン 
ジ170 0 W 1または1レンジ旧0 0 W 1で様子を見なびら加熱してく 
ださい。 

カレーやシチューがあた 
たま！5ない 

•グラム.ポジションシステムの0点調節をしてください。（日ページ参照） 
•とろみびあるちのはラップなどでおおいをして「仕上びり調節」を 
取を^か國に設定して加熱します。 

•加熱後、かきミ屋ぜまず。 

ご飯がぱさつく 1 

1 •加熱前に霧を吹いてから加熱すると、しっとり仕上びります。 

ちま食品があたたま5ない 

•グラム.ポジションシステムの0点調節をしてください。 （9 ページ参照） 
■容器を使わないで、食品だけをそのまま加熱していませんか。 

食品の分量(重量)に合った大ささ、重さの容器に入れて加熱してくだ 
さい。 

•プラスチック製の容器に入れて、加熱していませんか。軽すざて 
加熱時間び短くセットされてしまいます。 

•テーブルプレートの中央にのせて、あたためてください。 

を凍ご飯げあたたま5ない 
仕上がりにむ5がみ5れる 

•グラム.ポジションシステムの0点調節をしてください。 （9 ページ参照） 
•容器(皿)を使わないで、ラップに包んだままの状態で加熱していません 
か。必ず分量に合った大きさの皿にのせて加熱します。 

•プラスチック製の容器に入れて、加熱していませんか。軽すざて 
加熱時間び少なくセットされてしまいまず。 

•を品の分量(重量)に合った大ささ、重さの皿にのせて加熱します。 
■ご飯を;令まするときは、]杯分、]人分(約]已〇邑く日い)を四角あ 
に形を作り、厚みは 3 cm じ(下にしてください。 

■2 〜4個を同時にあたためるときは、同じ分量、同じ大きさのもの 
で加熱します。むらの原因になります。 

•重ねて加熱しないでください。 

ち凍ご飯び热すさる 1 

1 •グラム.ポジションシステムの0点調節をしてください。 （9 ページ参照） 
■を品の分量に巧して、大さすざる容器を使っていませんか。分量 
に合った大きさ(重さ)の皿にのせて加熱してください。 

■とけかけていませんか。;令凍室から取り出して、すぐに加熱します。 

■ J 










































































□□□□□み 

□ □ □ □ み★後曰のために記入しておいてく 
サービスを巧頼されるとをお役 

□□ホ々 - - 

□□□□□□□ かを 


仕様 

□ □ 

□ □ み 0'^ み 

50 HZ -60 而]□み 

□が □ □ □ □ •« 

> 11450 W 

呼□□□□□み 

1,000 WD 700 W []500 W []200 Wn D D 100 WD D ^ 

□を□□□□□み 

2 R が MHz 

□ □ □ 

が0 Q Q かが W が □ Q □ 麵が WQ み 

□ □ □ □ 

々□□回麵か W ] か □ □ □ 巧が W □み 

□ □□□□□み 

□ □ ホみのを0て □ あ0てみ 

2巳 crc の運転時間は約5分です。その後 
は自動的に21 O ’ C に切り替わります。 

□ □ □ □ 

々□み 7 X □□み Ox □□み 0 mm 

□□□□□□□み 

□み OxQ Q を 2 xQ Q を 5 mm 

L □ □をを□をみ 

をみ kg J 































